
表紙写真 

　「飛騨川」（久々野町渚地内）

　木曽川水系における最大級の支流で、乗鞍岳

（標高 3,026m）南麓に水源を発して西流し、

高山市久々野で南流に転じます。

　御嶽山などから流れ出る多くの流れを集め

て、渓谷を形成しながら美濃加茂市東部に至

り、今渡ダムの上流部で本流の木曽川に注いで

います。

提供：高山市役所　商工観光部　観光課

ＫＩＳＳＯのデザイン・レイア
ウトをリニューアルしました。

　本号から、多くの読者のみなさまに、

より親しみやすくなるよう、表紙のデザ

インと記事のレイアウト構成を変更しま

した。

　歴史記録は、「木曽三川の舟運と渡

し」の三回目として、木曽三川で繁栄し

ていた渡船場や船宿の様子、それに伴い

造られた特殊堤の構造等について紹介し

ました。

　ＫＩＳＳＯは、創刊号からの全てが木

曽川下流河川事務所ホームページよりダ

ウンロードできます。

木曽川文庫利用案内
ヨハニス・デ・レイケに関する文献など約4,500点の図書などを収蔵、木曽

三川の歴史を知るために、多くの方々のご利用をお待ちしています。

《開館時間》
午前8時30分～午後4時30分

《休　館　日》
毎週月・火曜日（月・火曜日が祝祭日の時は翌日）・年末年始

《入　館　料》　無料

《交通機関》
国道1号尾張大橋西詰から車で約10分
名神羽島I.Cから車で約30分
東名阪長島I.Cから車で約10分

木曽川文庫へのお問い合わせは

編　集 木曽三川歴史文化資料編集検討会（桑名市、木曽岬町、海津市、愛西市、弥富市ほか）

国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
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Johannis de Rijke の日本語表示については、

かつては「ヨハネス・デ・レーケ」と呼ばれていましたが、

「ＫＩＳＳＯ」では、現在多く使われている「ヨハニス・デ・

レイケ」と表記しています。

滝
つ
ぼ
と
竜
宮
城
　
（
高
山
市
高
根
町
）

　
ず
っ
と
昔
、
日
和
田
の
集
落
に
、
た
い
へ
ん
貧

し
い
母
と
子
が
、
た
が
い
を
い
た
わ
り
な
が
ら
暮

ら
し
て
い
ま
し
た
。
あ
る
年
、
母
親
が
病
気
に
な
っ

て
し
ま
い
、
子
ど
も
は
、
な
ん
と
か
治
っ
て
も
ら
い

た
い
と
懸
命
に
看
病
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
す
は
、

近
所
の
人
た
ち
が
感
心
す
る
ほ
ど
で
し
た
が
、
し
ば
ら

く
し
て
母
親
は
息
を
ひ
き
と
り
ま
し
た
。

　
と
て
も
悲
し
ん
だ
子
ど
も
は
、
母
の
葬
式
を
出
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
が
、
貧
し
い
暮
ら
し
に
そ
ん
な
蓄
え
は
あ
り

ま
せ
ん
。
見
か
ね
た
近
所
の
人
た
ち
が
、
米
や
野
菜
を
持
っ
て

き
て
く
れ
ま
し
た
が
、
今
度
は
、
葬
式
の
お
客
さ
ま
に
、
そ
れ
を

食
べ
て
も
ら
う
た
め
の
お
椀
や
お
膳
が
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
は
、
な
さ
け
な
く
な
っ

て
、
い
っ
そ
母
の
あ
と
を
追
お
う
と
、
大
き
な
滝
が
落
ち
て
く
る
深
い
滝
つ
ぼ
に
と
び

こ
も
う
と
し
ま
し
た
。

　
す
る
と
、
滝
つ
ぼ
の
奥
か
ら
立
派
な
椀
と
膳
が
流
れ
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
は
、「
こ

の
滝
つ
ぼ
は
竜
宮
城
へ
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
く
ち
ぐ
せ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
た
母
を

思
い
う
か
べ
、
き
っ
と
、
竜
宮
城
の
乙
姫
さ
ま
が
つ
か
わ
し
て
く
だ
さ
っ
た
に
違
い
な

い
と
信
じ
ま
し
た
。
子
ど
も
は
、
さ
っ
そ
く
家
に
も
っ
て
帰
り
、
立
派
に
葬
式
を
出
し
、

そ
の
あ
と
す
ぐ
に
、
椀
と
膳
を
滝
つ
ぼ
に
返
し
ま
し
た
。

　
こ
の
話
は
村
じ
ゅ
う
に
広
が
り
、
そ
れ
以
来
、
村
人
も
乙
姫
さ
ま
に
お
願
い
し
て
、

椀
と
膳
を
借
り
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
欲
深
な
不
届
き
者
が
、
借
り
た

だ
け
の
数
を
返
さ
な
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
か
ら
は
、
椀
と
膳
が
流
れ
て
く
る
こ
と
は
な

く
な
り
ま
し
た
。

出
典

『
わ
た
し
た
ち
の
岐
阜
県
の
伝
説
』
　
後
藤
時
男
　
　
大
衆
書
房
一
九
九
〇
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高
山
市

久
々
野
町
渚
を
流
れ
る

　
木
曽
川
水
系
飛
騨
川

1

地
　

域
　

の
　

歴
　

史

高
山
陣
屋
の
山
林
行
政
と
飛
騨
川
上
流
域
の
元
伐
村

3

地
域
の
治
水
・
利
水

近
世
飛
騨
国
の
国
中
余
荷
普
請
に
よ
る
治
水

5

歴

　
史

　
記

　
録

木
曽
三
川
の
舟
運
と
渡
し
　
第
三
編

起
宿
と
特
殊
堤

8

研

　
究

　
資

　
料

高
須
輪
中
近
代
水
害
史
抄
録

海
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
　
水
谷
　
容
子



　
岐
阜
県
の
北
部
、
飛
騨
地
方
の
中
央
に
位
置
す

る
高
山
市
は
、
平
成
十
七
（
二
〇
〇
五
）
年
に
周

辺
九
町
村
を
編
入
合
併
し
た
こ
と
に
よ
り
面
積
が

二
一
七
七
・
六
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
広
大
な

市
域
と
な
り
、
日
本
で
最
も
広
い
市
町
村
と
な
り

ま
し
た
。
市
域
の
九
十
二
％
余
を
森
林
が
占
め
、

ま
と
ま
っ
た
平
坦
地
は
高
山
盆
地
と
古
川
盆
地

で
、
ほ
か
は
小
平
地
が
河
川
沿
い
な
ど
に
散
在
し

て
い
ま
す
。

　
市
内
を
流
れ
る
河
川
は
、
日
本
海
に
注
ぐ
神
通

川
水
系
・
庄
川
水
系
と
、
太
平
洋
に
流
れ
る
木
曽

川
水
系
に
分
か
れ
、
位
山
・
宮
峠
な
ど
に
分
水
嶺

が
あ
り
ま
す
。
木
曽
川
水
系
・
飛
騨
川
の
上
流
域

は
、
豊
富
な
森
林
資
源
に
恵
ま
れ
、
古
く
か
ら
ヒ

ノ
キ
や
ス
ギ
が
都
の
城
、
寺
社
仏
閣
な
ど
の
貴
重

な
木
材
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

金
森
氏
転
封
の
理
由

　
豊
臣
秀
吉
の
配
下
に
あ
っ
た
金か

ね

森も
り

長な
が

近ち
か

は
、
天て

ん

正
し
ょ
う

十
三
（
一
五
八
五
）
年
に
飛
騨
の
三
木
氏
を
攻

略
し
、
飛
騨
一
国
の
領
有
を
許
さ
れ
ま
し
た
。
長

近
は
、
関
ケ
原
の
戦
い
で
は
徳
川
方
に
加
わ
り
、

そ
の
戦
功
に
よ
っ
て
飛
騨
国
の
安
堵
と
上こ

う

有
　

ず
　

知
　

ち
　

な

ど
美
濃
の
一
部
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
の
飛

騨
国
の
表
石
高
は
三
万
八
七
〇
〇
石
と
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
関
ケ
原
の
戦
い
で
は
六
万
石
に
相
当

す
る
軍
役
を
負
担
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
そ
の
頃
す
で
に
長
近
が
飛
騨
の
豊
富
な
森
林

と
鉱
山
を
掌
握
し
て
い
た
た
め
と
思
わ
れ
、
石
高

以
上
の
経
済
力
を
表
す
る
も
の
で
す
。

　
高
山
藩
に
は
、
御み

だ

台い
ど

所こ
ろ

木ぼ
く

と
い
う
買
木
制
度
が

あ
り
、
山
村
の
農
民
や
高
山
の
杣そ

ま

頭
に
金
・
銀
・

米
・
塩
・
味
噌
を
前
貸
し
し
て
、
材
木
を
伐
り
出

さ
せ
定
値
段
で
買
い
取
っ
て
差
引
勘
定
し
て
財
力

を
増
や
し
ま
し
た
。
山
中
で
伐
採
さ
れ
た
木
材
は

一
本
ず
つ
谷
川
を
流
さ
れ
、
さ
ら
に
飛
騨
川
を

騨
代
官
を
兼
務

さ
せ
ま
し
た
。

元

禄

八
（
一

六

九

五
）
年

四

月
、
城

方

の

西

方
、
宮

川

に

架

か
る
中
橋
の
西

に
高
山
陣
屋
が

設

け

ら

れ
、
以

後
江
戸
時
代
を

通
し
て
統
治
の

中
心
と
な
り
ま
し
た
。

　
陣
屋
の
幕
府
役
人
は
手
附
・
手
代
を
合
わ
せ
て

二
十
人
に
満
た
な
い
人
員
で
し
た
が
、
金
森
氏
の

旧
臣
八
十
四
人
を
地
役
人
と
し
て
登
用
し
ま
し

た
。
そ
の
な
か
に
は
山
林
・
材
木
管
理
に
携
わ
る

山
廻
り
役
十
一
人
・
材
木
改
役
七
人
・
材
木
改
下

役
二
十
四
人
・
山
番
六
人
の
計
四
十
八
人
が
含
ま

れ
て
お
り
、
行
政
の
重
点
が
山
林
政
策
に
あ
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
元
禄
十
五
（
一

七
〇
二
）
年
に
は
、
村
々
か
ら
山
見
役
一
〇
五
人

を
任
命
し
ま
し
た
。

　
陣
屋
支
配
と
な
っ
て
か
ら
も
、
山
林
政
策
は
基

本
的
に
高
山
藩
の
制
度
を
継
承
し
て
、
御
用
木
元も

と

伐ぎ
り

と
称
し
て
山
村
の
農
民
に
伐
採
を
担
わ
せ
手
当

を
支
給
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
村
は
元
伐
村
と
呼

ば
れ
、
耕
地
が
少
な
い
の
で
材
木
の
伐
り
出
し
を

主
な
稼
業
に
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
元
伐
の

制
限
は
次
第
に
厳
し
く
な
り
、
元
禄
十
（
一
六
九

七
）
年
以
降
は
榑く

れ

木
（
板
材
）
の
み
の
元
伐
を
数

量
を
限
っ
て
許
可
し
て
い
た
も
の
が
、
同
十
四
年

に
は
「
当
分
山
稼
差
止
留
」
と
い
う
こ
と
で
中
止

と
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
農
民
に
よ
る
元
伐
が
縮
小
さ
れ
る
一

方
で
、
元
禄
八
（
一
六
九
五
）
年
か
ら
江
戸
商
人

に
よ
る
商
人
請
負
木
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
は
幕

府
が
、
飛
騨
の
材
木
を
江
戸
市
場
に
円
滑
に
持
ち

込
む
た
め
の
経
路
開
拓
を
、
商
人
の
手
を
借
り
て

下
っ
て
、
益
田
郡
下し

も

原は
ら

（
現
下
呂
市
金
山
町
）
で

材
木
商
人
に
払
い
下
げ
る
か
、
名
古
屋
・
桑
名
ま

で
流
送
し
て
売
却
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
後
に

は
値
段
・
数
量
を
あ
ら
か
じ
め
取
り
決
め
て
、
商

人
に
伐
採
か
ら
流
送
の
一
切
を
任
せ
る
商
人
請
負

木
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、
材
木
需
要
の

増
大
に
よ
っ
て
伐
採
事
業
が
活
性
化
し
た
た
め
藩

直
営
だ
け
で
は
応
じ
き
れ
な
く
な
っ
た
事
情
が
あ

り
ま
し
た
。
実
際
、
寛か

ん

永え
い

年
間
（
一
六
二
四
～
四

五
）
に
は
、
飛
騨
か
ら
木
曽
川
に
流
送
さ
れ
る
材

木
量
は
、
木
曽
山
に
匹
敵
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
元げ

ん

禄ろ
く

五
（
一
六
九
二
）
年
七
月
、
六
代
藩
主
金

森
頼よ

り

旹と
き

は
、
出
羽
国
上
之
山
（
現
山
形
県
上
山
市
）

三
万
石
へ
転
封
を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
転
封
の
理

由
は
諸
説
あ
り
、
将
軍
綱
吉
の
意
に
さ
か
ら
っ
た

と
か
、
頼
旹
の
品
行
に
問
題
が
あ
っ
た
な
ど
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
背
景
に
飛
騨
の
森
林
資
源
と

鉱
山
を
幕
府
の
所
有
と
す
る
目
的
が
あ
っ
た
と
す

る
の
が
通
説
と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
山
陣
屋
の
山
林
政
策

　
飛
騨
を
収

し
ゅ
う

公こ
う

（
租
税
や
土
地
を
没
収
す
る
こ

と
。
）
し
た
幕
府
は
、
関
東
郡
代
伊
奈
忠た

だ

篤あ
つ

に
飛

行
お
う
と
し
た
政
策
で
し
た
。

　
宝ほ

う

永え
い

元
（
一
七
〇
四
）
年
に
は
、
農
民
に
は
差

留
め
を
命
じ
た
う
え
で
、
大
規
模
な
商
人
請
負
木

が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
、

大
野
郡
の
久

　

く
　

々
　

ぐ
　

野
　

の
　

・
河か

わ

内う
ち

郷
、
益ま

し

田
　

た
　

郡
の
馬

　

ま
　

瀬
　

せ
　

・

阿
　

あ
　

多
　

た
　

野
　

の
　

・
小

　

お
　

坂さ
か

・
上

じ
ょ
う

呂
　

ろ
　

・
中

ち
ゅ
う

呂
　

ろ
　

・
下

　

げ
　

呂
　

ろ
　

・
萩は

ぎ

原わ
ら

・
竹た

け

原は
ら

郷
な
ど
の
七
十
四
ヶ
村
が
、
反
対
の
上
訴
に
お

よ
ん
だ
た
め
、
陣
屋
は
檜
角
物
を
除
く
榑
木
六
十

万
挺
の
元
伐
を
許
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
か
つ
て

の
よ
う
な
米
・
銀
の
前
借
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た

の
で
、
宝
永
七
（
一
七
一
〇
）
年
に
い
た
り
農
民

は
江
戸
に
出
て
駕

　

か
　

篭
　

ご
　

訴
　

そ
　

を
決
行
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
っ
て
幕
府
は
一
応
商
人
請
負
の
停
止
に
ふ
み

だ
し
た
も
の
の
一
部
の
山
で
江
戸
商
人
の
請
負
を

許
し
た
の
で
、
三
た
び
農
民
の
訴
願
が
な
さ
れ
、
正

し
ょ
う

徳と
く

三
（
一
七
一
三
）
年
よ
う
や
く
江
戸
商
人
請
負

を
中
止
に
し
ま
し
た
。

　
元
伐
村
の
農
民
が
こ
れ
だ
け
強
く
反
発
し
た
の

は
、
伐
木
事
業
を
商
人
が
独
占
す
る
こ
と
が
死
活

に
関
わ
る
重
大
事
だ
か
ら
で
し
た
。
そ
の
背
景
に

は
、
江
戸
商
人
が
地
元
民
を
雇
わ
ず
伊
勢
な
ど
他

国
の
杣
を
多
数
入
山
さ
せ
、
農
民
か
ら
仕
事
を

奪
っ
た
上
に
、
入
っ
て
き
た
他
国
人
の
食
料
と
し

て
米
が
買
い
占
め
ら
れ
米
価
が
高
騰
し
た
実
情
が

あ
り
ま
し
た
。

山
林
資
源
の
枯
渇
と

元
伐
村
対
策

　
商
人
請
負
木
停
止
の
理
由
は
、
農
民
の
訴
願
の

ほ
か
、
山
林
資
源
の
減
少
が
懸
念
さ
れ
た
た
め
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
享

き
ょ
う

保ほ
う

十
二
（
一
七
二
七
）
年

六
代
代
官
長
谷
川
忠た

だ

国く
に

は
、
山
林
の
調
査
を
行
い
、

伐
木
計
画
を
立
て
直
し
て
、
益
田
郡
の
阿
多
野
郷

三
十
七
ヶ
村
と
小
坂
郷
十
一
ヶ
村
を
南
方
元
伐
村

に
指
定
、
南
方
御
用
木
元
伐
賃
を
年
七
五
〇
〇
両

（
の
ち
に
減
額
）
と
定
め
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
飛
騨
川
上
流
域
の
森
林
資
源
は
激
減

し
て
お
り
、
享
保
二
十
（
一
七
三
五
）
年
に
は
、

南
方
元
伐
村
は
北
方
元
伐
場
所
で
あ
る
大
野
郡
白

川
山
に
進
出
、
宝ほ

う

暦れ
き

二
（
一
七
五
二
）
年
に
は
吉よ

し

城
　

き
　

郡
高
原
山
ま
で
進
出
し
、
地
元
の
村
と
衝
突
し

ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
山
林
資
源
の
減
少
は
深
刻
で
、
明め

い

和
　

わ
　

四
（
一
七
六
七
）
年
八
月
、
十
二
代
代
官
大
原
紹つ

き

正ま
さ

に
御
用
木
元
伐
休
止
の
幕
命
が
下
り
ま
し
た
。

濫
伐
に
よ
る
材
木
の
品
質
低
下
や
森
林
涵
養
が
そ

の
理
由
で
し
た
が
、
元
伐
村
々
は
大
き
く
動
揺

し
、
代
官
に
元
伐
復
活
嘆
願
書
を
提
出
し
ま
し

た
。
明
和
騒
動
の
発
端
と
な
っ
た
明
和
八
（
一
七

七
一
）
年
十
二
月
十
一
日
の
国
分
寺
集
会
で
は
、

た
ま
た
ま
復
活
嘆
願
で
江
戸
に
赴
い
て
い
た
者
が

帰
国
し
て
、
嘆
願
の
失
敗
を
報
告
し
た
こ
と
が
暴

動
の
一
因
と
な
り
ま
し
た
。
翌
明
和
九
（
一
七
七

二
）
年
、
元
伐
休
止
中
の
山
方
買
請
米
の
支
給
で

一
応
の
解
決
を
み
ま
し
た
。
な
お
、
南
方
元
伐
村

に
つ
い
て
は
、
極
度
に
困
窮
し
て
い
た
た
め
臨
時

の
元
伐
が
続
け
ら
れ
、
幕
末
ま
で
山
方
村
々
の
生

活
を
扶
助
し
ま
し
た
。

■
参
考
資
料

　
『
岐
阜
県
史
　

通
史
編
　

近
世
　

上
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
四
三
年
　
岐
阜
県

　
『
岐
阜
県
史
　

通
史
編
　

近
世
　

下
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
四
七
年
　
岐
阜
県

　
『
飛
騨
川
』
　
昭
和
五
四
年
　
中
部
電
力
株
式
会
社

　
『
岐
阜
県
の
地
名
』
　
　
　
平
成
元
年
　
　
平
凡
社

　
『
日
本
地
名
大
辞
典
・
岐
阜
県
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
五
年
　
角
川
書
店

高山市

高山市���

上宝村

丹生川村

高根村

飛騨川

宮川

久々野村

国道361号

国道158号
国道158号

国
道
15
6号

国道4
1号

国道471号

宮村

清見村

国府町

荘川村

飛騨清見IC

荘川IC

東
海
北
陸

自
動
車
道

荘
川
荘
川

御母衣湖御母衣湖

ＪＲ高山
本
線

高山市
初代金森長近肖像

高山陣屋

飛騨川上流 （高山市朝日町）

材木　小谷狩
（材木を谷沿いに大川へ出す様子）

提供：高山市史編纂室提供：高山市史編纂室

提供：高山市史編纂室提供：高山市史編纂室

提供：高山市史編纂室提供：高山市史編纂室

　
飛
騨
国
は
、
高
山
藩
時
代
を
経
て
、
江
戸
時
代
に
幕

府
領
飛
騨
と
な
り
ま
し
た
。
高
山
に
陣
屋
が
置
か
れ
領

内
の
統
治
が
な
さ
れ
、
行
政
の
重
点
の
一
つ
に
豊
か
な

森
林
資
源
の
活
用
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
飛
騨
川
上
流

域
で
は
、
耕
地
が
少
な
い
山
間
の
村
々
が
、
専
ら
材
木

の
伐
り
出
し
を
生
業
と
す
る
南な

ん

方ぽ
う

元も
と

伐ぎ
り

村む
ら

に
指
定
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

高山陣屋の山林行政と
飛騨川上流域の元伐村

地域の歴史地域の歴史

金
森
長
近
公
之
像提供：高山市史編纂室提供：高山市史編纂室
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岐
阜
県
の
北
部
、
飛
騨
地
方
の
中
央
に
位
置
す

る
高
山
市
は
、
平
成
十
七
（
二
〇
〇
五
）
年
に
周

辺
九
町
村
を
編
入
合
併
し
た
こ
と
に
よ
り
面
積
が

二
一
七
七
・
六
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
広
大
な

市
域
と
な
り
、
日
本
で
最
も
広
い
市
町
村
と
な
り

ま
し
た
。
市
域
の
九
十
二
％
余
を
森
林
が
占
め
、

ま
と
ま
っ
た
平
坦
地
は
高
山
盆
地
と
古
川
盆
地

で
、
ほ
か
は
小
平
地
が
河
川
沿
い
な
ど
に
散
在
し

て
い
ま
す
。

　
市
内
を
流
れ
る
河
川
は
、
日
本
海
に
注
ぐ
神
通

川
水
系
・
庄
川
水
系
と
、
太
平
洋
に
流
れ
る
木
曽

川
水
系
に
分
か
れ
、
位
山
・
宮
峠
な
ど
に
分
水
嶺

が
あ
り
ま
す
。
木
曽
川
水
系
・
飛
騨
川
の
上
流
域

は
、
豊
富
な
森
林
資
源
に
恵
ま
れ
、
古
く
か
ら
ヒ

ノ
キ
や
ス
ギ
が
都
の
城
、
寺
社
仏
閣
な
ど
の
貴
重

な
木
材
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

金
森
氏
転
封
の
理
由

　
豊
臣
秀
吉
の
配
下
に
あ
っ
た
金か

ね

森も
り

長な
が

近ち
か

は
、
天て

ん

正
し
ょ
う

十
三
（
一
五
八
五
）
年
に
飛
騨
の
三
木
氏
を
攻

略
し
、
飛
騨
一
国
の
領
有
を
許
さ
れ
ま
し
た
。
長

近
は
、
関
ケ
原
の
戦
い
で
は
徳
川
方
に
加
わ
り
、

そ
の
戦
功
に
よ
っ
て
飛
騨
国
の
安
堵
と
上こ

う

有
　

ず
　

知
　

ち
　

な

ど
美
濃
の
一
部
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
の
飛

騨
国
の
表
石
高
は
三
万
八
七
〇
〇
石
と
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
関
ケ
原
の
戦
い
で
は
六
万
石
に
相
当

す
る
軍
役
を
負
担
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
そ
の
頃
す
で
に
長
近
が
飛
騨
の
豊
富
な
森
林

と
鉱
山
を
掌
握
し
て
い
た
た
め
と
思
わ
れ
、
石
高

以
上
の
経
済
力
を
表
す
る
も
の
で
す
。

　
高
山
藩
に
は
、
御み

だ

台い
ど

所こ
ろ

木ぼ
く

と
い
う
買
木
制
度
が

あ
り
、
山
村
の
農
民
や
高
山
の
杣そ

ま

頭
に
金
・
銀
・

米
・
塩
・
味
噌
を
前
貸
し
し
て
、
材
木
を
伐
り
出

さ
せ
定
値
段
で
買
い
取
っ
て
差
引
勘
定
し
て
財
力

を
増
や
し
ま
し
た
。
山
中
で
伐
採
さ
れ
た
木
材
は

一
本
ず
つ
谷
川
を
流
さ
れ
、
さ
ら
に
飛
騨
川
を

騨
代
官
を
兼
務

さ
せ
ま
し
た
。

元

禄

八
（
一

六

九

五
）
年

四

月
、
城

方

の

西

方
、
宮

川

に

架

か
る
中
橋
の
西

に
高
山
陣
屋
が

設

け

ら

れ
、
以

後
江
戸
時
代
を

通
し
て
統
治
の

中
心
と
な
り
ま
し
た
。

　
陣
屋
の
幕
府
役
人
は
手
附
・
手
代
を
合
わ
せ
て

二
十
人
に
満
た
な
い
人
員
で
し
た
が
、
金
森
氏
の

旧
臣
八
十
四
人
を
地
役
人
と
し
て
登
用
し
ま
し

た
。
そ
の
な
か
に
は
山
林
・
材
木
管
理
に
携
わ
る

山
廻
り
役
十
一
人
・
材
木
改
役
七
人
・
材
木
改
下

役
二
十
四
人
・
山
番
六
人
の
計
四
十
八
人
が
含
ま

れ
て
お
り
、
行
政
の
重
点
が
山
林
政
策
に
あ
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
元
禄
十
五
（
一

七
〇
二
）
年
に
は
、
村
々
か
ら
山
見
役
一
〇
五
人

を
任
命
し
ま
し
た
。

　
陣
屋
支
配
と
な
っ
て
か
ら
も
、
山
林
政
策
は
基

本
的
に
高
山
藩
の
制
度
を
継
承
し
て
、
御
用
木
元も

と

伐ぎ
り

と
称
し
て
山
村
の
農
民
に
伐
採
を
担
わ
せ
手
当

を
支
給
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
村
は
元
伐
村
と
呼

ば
れ
、
耕
地
が
少
な
い
の
で
材
木
の
伐
り
出
し
を

主
な
稼
業
に
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
元
伐
の

制
限
は
次
第
に
厳
し
く
な
り
、
元
禄
十
（
一
六
九

七
）
年
以
降
は
榑く

れ

木
（
板
材
）
の
み
の
元
伐
を
数

量
を
限
っ
て
許
可
し
て
い
た
も
の
が
、
同
十
四
年

に
は
「
当
分
山
稼
差
止
留
」
と
い
う
こ
と
で
中
止

と
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
農
民
に
よ
る
元
伐
が
縮
小
さ
れ
る
一

方
で
、
元
禄
八
（
一
六
九
五
）
年
か
ら
江
戸
商
人

に
よ
る
商
人
請
負
木
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
は
幕

府
が
、
飛
騨
の
材
木
を
江
戸
市
場
に
円
滑
に
持
ち

込
む
た
め
の
経
路
開
拓
を
、
商
人
の
手
を
借
り
て

下
っ
て
、
益
田
郡
下し

も

原は
ら

（
現
下
呂
市
金
山
町
）
で

材
木
商
人
に
払
い
下
げ
る
か
、
名
古
屋
・
桑
名
ま

で
流
送
し
て
売
却
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
後
に

は
値
段
・
数
量
を
あ
ら
か
じ
め
取
り
決
め
て
、
商

人
に
伐
採
か
ら
流
送
の
一
切
を
任
せ
る
商
人
請
負

木
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、
材
木
需
要
の

増
大
に
よ
っ
て
伐
採
事
業
が
活
性
化
し
た
た
め
藩

直
営
だ
け
で
は
応
じ
き
れ
な
く
な
っ
た
事
情
が
あ

り
ま
し
た
。
実
際
、
寛か

ん

永え
い

年
間
（
一
六
二
四
～
四

五
）
に
は
、
飛
騨
か
ら
木
曽
川
に
流
送
さ
れ
る
材

木
量
は
、
木
曽
山
に
匹
敵
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
元げ

ん

禄ろ
く

五
（
一
六
九
二
）
年
七
月
、
六
代
藩
主
金

森
頼よ

り

旹と
き

は
、
出
羽
国
上
之
山
（
現
山
形
県
上
山
市
）

三
万
石
へ
転
封
を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
転
封
の
理

由
は
諸
説
あ
り
、
将
軍
綱
吉
の
意
に
さ
か
ら
っ
た

と
か
、
頼
旹
の
品
行
に
問
題
が
あ
っ
た
な
ど
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
背
景
に
飛
騨
の
森
林
資
源
と

鉱
山
を
幕
府
の
所
有
と
す
る
目
的
が
あ
っ
た
と
す

る
の
が
通
説
と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
山
陣
屋
の
山
林
政
策

　
飛
騨
を
収

し
ゅ
う

公こ
う

（
租
税
や
土
地
を
没
収
す
る
こ

と
。
）
し
た
幕
府
は
、
関
東
郡
代
伊
奈
忠た

だ

篤あ
つ

に
飛

行
お
う
と
し
た
政
策
で
し
た
。

　
宝ほ

う

永え
い

元
（
一
七
〇
四
）
年
に
は
、
農
民
に
は
差

留
め
を
命
じ
た
う
え
で
、
大
規
模
な
商
人
請
負
木

が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
、

大
野
郡
の
久

　

く
　

々
　

ぐ
　

野
　

の
　

・
河か

わ

内う
ち

郷
、
益ま

し

田
　

た
　

郡
の
馬

　

ま
　

瀬
　

せ
　

・

阿
　

あ
　

多
　

た
　

野
　

の
　

・
小

　

お
　

坂さ
か

・
上

じ
ょ
う

呂
　

ろ
　

・
中

ち
ゅ
う

呂
　

ろ
　

・
下

　

げ
　

呂
　

ろ
　

・
萩は

ぎ

原わ
ら

・
竹た

け

原は
ら

郷
な
ど
の
七
十
四
ヶ
村
が
、
反
対
の
上
訴
に
お

よ
ん
だ
た
め
、
陣
屋
は
檜
角
物
を
除
く
榑
木
六
十

万
挺
の
元
伐
を
許
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
か
つ
て

の
よ
う
な
米
・
銀
の
前
借
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た

の
で
、
宝
永
七
（
一
七
一
〇
）
年
に
い
た
り
農
民

は
江
戸
に
出
て
駕

　

か
　

篭
　

ご
　

訴
　

そ
　

を
決
行
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
っ
て
幕
府
は
一
応
商
人
請
負
の
停
止
に
ふ
み

だ
し
た
も
の
の
一
部
の
山
で
江
戸
商
人
の
請
負
を

許
し
た
の
で
、
三
た
び
農
民
の
訴
願
が
な
さ
れ
、
正

し
ょ
う

徳と
く

三
（
一
七
一
三
）
年
よ
う
や
く
江
戸
商
人
請
負

を
中
止
に
し
ま
し
た
。

　
元
伐
村
の
農
民
が
こ
れ
だ
け
強
く
反
発
し
た
の

は
、
伐
木
事
業
を
商
人
が
独
占
す
る
こ
と
が
死
活

に
関
わ
る
重
大
事
だ
か
ら
で
し
た
。
そ
の
背
景
に

は
、
江
戸
商
人
が
地
元
民
を
雇
わ
ず
伊
勢
な
ど
他

国
の
杣
を
多
数
入
山
さ
せ
、
農
民
か
ら
仕
事
を

奪
っ
た
上
に
、
入
っ
て
き
た
他
国
人
の
食
料
と
し

て
米
が
買
い
占
め
ら
れ
米
価
が
高
騰
し
た
実
情
が

あ
り
ま
し
た
。

山
林
資
源
の
枯
渇
と

元
伐
村
対
策

　
商
人
請
負
木
停
止
の
理
由
は
、
農
民
の
訴
願
の

ほ
か
、
山
林
資
源
の
減
少
が
懸
念
さ
れ
た
た
め
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
享

き
ょ
う

保ほ
う

十
二
（
一
七
二
七
）
年

六
代
代
官
長
谷
川
忠た

だ

国く
に

は
、
山
林
の
調
査
を
行
い
、

伐
木
計
画
を
立
て
直
し
て
、
益
田
郡
の
阿
多
野
郷

三
十
七
ヶ
村
と
小
坂
郷
十
一
ヶ
村
を
南
方
元
伐
村

に
指
定
、
南
方
御
用
木
元
伐
賃
を
年
七
五
〇
〇
両

（
の
ち
に
減
額
）
と
定
め
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
飛
騨
川
上
流
域
の
森
林
資
源
は
激
減

し
て
お
り
、
享
保
二
十
（
一
七
三
五
）
年
に
は
、

南
方
元
伐
村
は
北
方
元
伐
場
所
で
あ
る
大
野
郡
白

川
山
に
進
出
、
宝ほ

う

暦れ
き

二
（
一
七
五
二
）
年
に
は
吉よ

し

城
　

き
　

郡
高
原
山
ま
で
進
出
し
、
地
元
の
村
と
衝
突
し

ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
山
林
資
源
の
減
少
は
深
刻
で
、
明め

い

和
　

わ
　

四
（
一
七
六
七
）
年
八
月
、
十
二
代
代
官
大
原
紹つ

き

正ま
さ

に
御
用
木
元
伐
休
止
の
幕
命
が
下
り
ま
し
た
。

濫
伐
に
よ
る
材
木
の
品
質
低
下
や
森
林
涵
養
が
そ

の
理
由
で
し
た
が
、
元
伐
村
々
は
大
き
く
動
揺

し
、
代
官
に
元
伐
復
活
嘆
願
書
を
提
出
し
ま
し

た
。
明
和
騒
動
の
発
端
と
な
っ
た
明
和
八
（
一
七

七
一
）
年
十
二
月
十
一
日
の
国
分
寺
集
会
で
は
、

た
ま
た
ま
復
活
嘆
願
で
江
戸
に
赴
い
て
い
た
者
が

帰
国
し
て
、
嘆
願
の
失
敗
を
報
告
し
た
こ
と
が
暴

動
の
一
因
と
な
り
ま
し
た
。
翌
明
和
九
（
一
七
七

二
）
年
、
元
伐
休
止
中
の
山
方
買
請
米
の
支
給
で

一
応
の
解
決
を
み
ま
し
た
。
な
お
、
南
方
元
伐
村

に
つ
い
て
は
、
極
度
に
困
窮
し
て
い
た
た
め
臨
時

の
元
伐
が
続
け
ら
れ
、
幕
末
ま
で
山
方
村
々
の
生

活
を
扶
助
し
ま
し
た
。

■
参
考
資
料

　
『
岐
阜
県
史
　

通
史
編
　

近
世
　

上
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
四
三
年
　
岐
阜
県

　
『
岐
阜
県
史
　

通
史
編
　

近
世
　

下
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
四
七
年
　
岐
阜
県

　
『
飛
騨
川
』
　
昭
和
五
四
年
　
中
部
電
力
株
式
会
社

　
『
岐
阜
県
の
地
名
』
　
　
　
平
成
元
年
　
　
平
凡
社

　
『
日
本
地
名
大
辞
典
・
岐
阜
県
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
五
年
　
角
川
書
店

高山市

高山市���

上宝村

丹生川村

高根村

飛騨川

宮川

久々野村

国道361号

国道158号
国道158号

国
道
15
6号

国道4
1号

国道471号

宮村

清見村

国府町

荘川村

飛騨清見IC

荘川IC

東
海
北
陸

自
動
車
道

荘
川
荘
川

御母衣湖御母衣湖

ＪＲ高山
本
線

高山市
初代金森長近肖像

高山陣屋

飛騨川上流 （高山市朝日町）

材木　小谷狩
（材木を谷沿いに大川へ出す様子）

提供：高山市史編纂室提供：高山市史編纂室

提供：高山市史編纂室提供：高山市史編纂室

提供：高山市史編纂室提供：高山市史編纂室

　
飛
騨
国
は
、
高
山
藩
時
代
を
経
て
、
江
戸
時
代
に
幕

府
領
飛
騨
と
な
り
ま
し
た
。
高
山
に
陣
屋
が
置
か
れ
領

内
の
統
治
が
な
さ
れ
、
行
政
の
重
点
の
一
つ
に
豊
か
な

森
林
資
源
の
活
用
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
飛
騨
川
上
流

域
で
は
、
耕
地
が
少
な
い
山
間
の
村
々
が
、
専
ら
材
木

の
伐
り
出
し
を
生
業
と
す
る
南な

ん

方ぽ
う

元も
と

伐ぎ
り

村む
ら

に
指
定
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

高山陣屋の山林行政と
飛騨川上流域の元伐村

地域の歴史地域の歴史

金
森
長
近
公
之
像提供：高山市史編纂室提供：高山市史編纂室
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高
山
藩
時
代
の
治
水
制
度

　
江
戸
幕
府
が
開
か
れ
た
当
初
、
飛
騨
国
は
高
山

城
城
主
の
金
森
氏
の
領
地
で
、
高
山
藩
と
し
て
治

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
高
山
藩
時
代
の
治
水

が
ど
の
よ
う
な
制
度
の
も
と
で
行
わ
れ
て
い
た
の

か
は
、
史
料
が
少
な
く
全
体
像
は
わ
か
っ
て
い
ま

せ
ん
。
わ
ず
か
に
、
貞

じ
ょ
う

享
き
ょ
う

三
（
一
六
八
六
）
年
三

月
十
二
日
に
出
さ
れ
た
「
郡

こ
お
り

奉
行
代
官
心
得
」
の

な
か
に
「
川
除よ

け

井
水
道
橋
毎
年
時
分
を
見
合
い
申

付
可
し
、
も
つ
と
も
夫ふ

く

公や
く

役と
ど

滞こ
お

り
無
き
様
に
急き

っ

度
　

と
　

申
付
く
可
き
事
」
と
あ
り
、
「
夫
公
役
」
と
し
て

人
足
役
が
賦
課
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
ま
た
、
『
飛
騨
国
中
案
内
』
に
「
飛
騨
国
中

割
し
て
平
夫
出
る
、
此
井
普
請
人
足
一
日
に
二
千

六
百
人
つ
ゝ
平

夫

出

で

候
」
と

あ

り
、
国

中

割

あ
て
の
人
足
が

徴
発
さ
れ
て
い

ま

し

た
。
こ

の

時
の
日
雇
人
足

に
は
一
日
三
匁

も
ん
め

の
賃
金
が
支
給

さ
れ
て
い
た
よ

う

で

す

が
、
こ

れ
は
か
な
り
高
額
（
当
時
の
美
濃
に
お
け
る
一
般

的
な
賃
金
は
一
～
一
匁
七
分
程
度
）
な
の
で
専
門

的
な
人
足
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
金
森
氏
移
封
直
後
に
、
村

方
か
ら
高
山
代
官
所
に
差
し
出
さ
れ

た
一
礼
に
「
堤
・
川
除
・
井
堀
御
普

請
仕
候
人
足
、
御
扶
持
方
被
下
候
節

ハ
、
当
座
ニ
小
百
姓
へ
割
渡
」
と
見

え
る
の
で
、
直
前
の
高
山
藩
に
お
い

て
も
普
請
に
徴
発
さ
れ
た
人
足
に
扶

　

ふ
　

持
　

ち
　

米
が
支
給
さ
れ
て
い
た
と
推
察
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
高
山
藩
の
治
水
制
度
の
全
容
は
明
ら
か
で
な
い

も
の
の
、
国
中
割
あ
て
の
人
足
徴
発
が
な
さ
れ
て

お
り
、
後
の
幕
府
直
轄
領
に
お
け
る
治
水
制
度
に

つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

幕
領
飛
騨
国
の
国
中
余
荷
普
請

　
元げ

ん

禄ろ
く

五
（
一
六
九
二
）
年
に
幕
府
直
轄
領

と

な
っ
て
か
ら
し
ば
ら
く
は
、
高
山
藩
時
代
の
制
度

が
残
っ
て
い
ま
し
た
が
、
元
禄
十
六
（
一
七
〇
三
）

年
に
は
新
た
な
制
度
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
制
度
で
は
、
国
内
の
川
除
・
用
水
、
道
橋
、
郷ご

う

蔵ぐ
ら

な
ど
の
普
請
を
、
公
儀
御
入
用
普
請
、
百
姓
役

普
請
な
ど
に
分
け
、
普
請
の
規
模
に
応
じ
て
国く

に

中な
か

割わ
り

・
郷ご

う

割わ
り

な
ど
の
助
郷
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
公

儀
御
入
用
普
請
・
百
姓
役
普
請
の
普
請
形
態
の
違

い
は
、
左
表
の
通
り
で
す
が
、
公
儀
御
入
用
普
請

に
示
さ
れ
て
い
る
人
足
一
人
に
つ
い
て
一
日
五
合

の
扶
持
米
支
給
は
、
正

し
ょ
う

徳と
く

三
（
一
七
一
三
）
年
に

廃
止
さ
れ
、
公
儀
普
請
と
し
て
の
実
質
が
薄
ら
い

で
い
き
ま
し
た
。
表
中
の
川
除
五
十
七
の
普
請
所

は
、
高
山
周
辺
を
中
心
に
宮
川
・
荘
川
・
益
田
川
（
飛

騨
川
）
流
域
の
村
々
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
飛

騨
の
普
請
制
度
は
人
足
そ
の
他
の
負
担
が
、
国

－

郷

－

村
の
単
位
を
基
準
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る

の
が
特
徴
的
で
す
。

　
国
中
割
を
制
度
と
し
て
整
え
た
も
の
が
国
中
余

荷
普
請
で
、
村
石
高
一
〇
〇
石
に
つ
き
一
〇
〇
人

の
人
足
を
徴
発
す
る
こ
と
を
定
め
ま
し
た
。

の
り
は
相
当
な
負
担
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

人
足
役
は
、
宝ほ

う

暦れ
き

年
間
（
一
七
五
一
～
六
四
）
頃

に
は
、
普
請
金
の
徴
収
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
（※

長
谷
川
忠
崇
の
誤
り
）

国
中
余
荷
普
請
の
廃
止

　
普
請
に
必
要
な
人
足
を
、
石
高
に
よ
っ
て
国
中

の
村
々
に
割
り
あ
て
た
余
荷
制
は
、
農
民
に
と
っ

て
は
大
き
な
負
担
で
、
後
に
は
必
要
以
上
に
普
請

の
組
込
が
あ
り
、
そ
の
負
担
は
耐
え
難
く
な
り
ま

し
た
。

　
そ
の
辺
り
の
経
緯
を
『
夢
物
語
』※

は
、
「
以
前

は
扶
持
米
が
支
給
さ
れ
る
公
儀
普
請
が
長
谷
川
忠

崇
代
官
の
頃
よ
り
余
荷
普
請
と
な
り
扶
持
米
が
な

く
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
万
石
万
人
の
余
荷
で
あ
っ

た
の
が
、
最
近
は
そ
の
割
合
が
多
く
な
っ
た
。
そ

の
理
由
は
、
普
請
掛
り
役
人
と
普
請
所
の
村
々
が

馴
合
い
、
小
破
を
大
破
の
よ
う
に
申
上
げ
、
工
費

を
増
や
す
か
ら
、
」
と
記
述
し
て
い
ま
す
。

　
余
荷
制
は
、
普
請
の
無
い
村
に
も
工
費
を
分
担

さ
せ
る
相
互
扶
助
的
な
制
度
で
し
た
。
ち
な
み
に

余
荷
と
は
「
余
れ
る
を
荷
う
」
の
意
で
、
坂
路
で

難
儀
す
る
荷
車
の
後
押
し
を
す
る
際
に
「
少
し
余

荷
う
か
」
な
ど
と
挨
拶
言
葉
に
も
使
わ
れ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
飛
騨
の
国
中
余
荷
普
請
の
開
始
時
期
に
つ
い

て
、
『
岐
阜
県
史
』
は
、
享

き
ょ
う

保ほ
う

年
間
（
一
七
一
六
～

三
五
）
に
郡
中
余
荷
普
請
が
開
始
さ
れ
た
と
の
記

録
が
あ
る
と
し
つ
つ
、
幕
末
の
飛
騨
郡
代
文
書
中

に
「
延え

ん

享
き
ょ
う

年
中
（
一
七
四
四
～
四
七
）
よ
り
木
品

は
御
林
木
を
下
さ
れ
、
諸
式
入
用
人
足
賃
等
は
国

中
余
荷
割
ニ
相
成
」
と
あ
る
と
併
記
し
、
時
期
に

幅
を
持
た
せ
て
い
ま
す
。『
岐
阜
県
治
水
史
』
は
『
飛

騨
編
年
史
要
』
の
「
延
享
元
年
代
官
伊
奈
忠た

だ

崇む
ね※

、

従
来
官
費
で
あ
っ
た
用
水
川
除
道
橋
の
普
請
を
国

中
余
荷
割
に
移
し
て
民
費
と
し
た
」
を
引
用
し
て

年
次
ま
で
特
定
し
て
い
ま
す
。

　
制
度
運
用
の
実
態
で
は
、
開
始
当
初
は
実
際
に

人
足
が
徴
発
さ
れ
て
お
り
、
元げ

ん

文ぶ
ん

四
（
一
七
三
九
）

年
二
月
二
十
七
日
付
で
吉よ

し

城
　

き
　

郡
荒あ

ら

城
　

き
　

郷
大
沼
組

五
ヶ
村
に
出
さ
れ
た
触
書
に
は
「
一
、
人
足
拾
五

人
　
右
は
三
川
村
筧

か
け
い

御
普
請
人
足
、
明
後
廿
九
日

朝
と
く
差
遣
し
申
さ
ざ
る
べ
く
候
」
と
あ
り
ま

す
。
ど
の
程
度
の
距
離
ま
で
が
徴
発
の
対
象
に

な
っ
た
か
は
定
か
で
あ
り
ま
せ
ん
が
、
往
復
の
道

　
明め

い

和
　

わ
　

八
（
一
七
七
一
）
年
十
二
月
十
一
日
国
分

寺
大
集
会
に
端
を
発
し
た
明
和
騒
動
で
、
村
方
が

差
し
出
し
た
嘆
願
書
に
は
、
新
役
の
停
止
、
新
規

運
上
の
免
除
、
石
代
定
直
段
の
引
き
下
げ
、
元
伐

稼
の
復
活
と
並
ん
で
国
中
余
荷
普
請
の
人
足
減
少

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
余
荷
普
請
が
農

民
に
と
っ
て
過
大
な
負
担
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
こ
れ
に
対
す
る
代
官
の
回
答
の
有
無
は

不
明
で
す
が
、
翌
年
三
月
の
郡
中
村
々
よ
り
代
官

宛
願
書
に
よ
る
と
、
国
中
余
荷
普
請
を
郷ご

う

切ぎ
り

普
請

（
工
費
を
国
中
の
村
々
で
分
担
し
な
い
普
請
）
へ

切
り
替
え
る
こ
と
が
許
可
さ
れ
て
い
ま
す
。
た

だ
、
こ
の
願
書
は
大
野
・
吉
城
郡
の
連
署
と
な
っ

て
お
り
、
文
中
に
「
（
余
荷
か
ら
郷
切
へ
の
切
替

を
）
余
荷
場
所
郷
々
へ
申
遣
候
処
、
益
田
郡
の
中

萩
原
郷
上
呂
郷
中
呂
郷
下
呂
郷
下
原
郷
馬
瀬
郷
右

六
ヶ
村
は
、
不
承
知
に
付
相
談
相
決
不
申
」
と
あ

り
ま
す
。
飛
騨
川
筋
で
は
先
年
の
洪
水
被
害
が
大

き
か
っ
た
の
で
、
余
荷
普
請
の
継
続
を
希
望
し
た

よ
う
で
す
。

　
そ
の
後
、
幕
府
の
詮
議
が
あ
り
、
天て

ん

明め
い

三
（
一

七
八
三
）
年
に
、
道
橋
を
除
い
て
国
中
余
荷
普
請

は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　
（※

農
民
大
沼
村
忠
次
郎
が
大
原
騒
動
を
記
録
し
た
書
物
）

寛
政
の
国
中
余
荷
普
請
制
復
活

　
寛か

ん

政せ
い

二
（
一
七
九
〇
）
年
八
月
、
郡
代
飯
塚
政

長
は
、
郷
切
普
請
を
ふ
た
た
び
余
荷
普
請
に
戻
す

こ
と
を
幕
府
勘
定
所
に
建
議
し
ま
し
た
。
理
由

は
、
郷
切
で
は
普
請
所
に
よ
っ
て
は
工
費
不
足
で

破
損
箇
所
を
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
の
で
潰
地
が
で

き
て
い
る
こ
と
で
し
た
。
村
方
か
ら
は
、
余
荷
普

請
に
残
さ
れ
て
い
た
道
橋
普
請
に
つ
い
て
も
郷
切

普
請
に
切
り
替
る
よ
う
要
望
さ
れ
て
い
た
時
期
で

し
た
が
、
勘
定
所
は
、
郡
代
の
意
見
を
い
れ
て
、

翌
年
か
ら
余
荷
普
請
制
を
復
活
す
る
こ
と
に
決
し

ま
し
た
。

　
も
っ
と
も
、
飯
塚
郡
代
は
、
大
原
騒
動
（
一
七

七
一
～
一
七
八
八
の
百
姓
一
揆
）
の
混
乱
を
収
拾

し
て
民
生
の
安
定
を
図
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
、

余
荷
普
請
の
再
開
に
あ
た
っ
て
は
当
初
一
ヶ
年
千

両
の
上
限
を
設
け
、
さ
ら
に
寛
政
七
（
一
七
九

五
）
年
に
は
、
一
ヶ
年
三
～
四
百
両
を
限
度
と
定

め
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
国
中
余
荷
普
請
は
定
着

し
、
以
後
幕
末
ま
で
運
用
さ
れ
ま
し
た
。
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さ
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高
山
藩
時
代
の
治
水
制
度

　
江
戸
幕
府
が
開
か
れ
た
当
初
、
飛
騨
国
は
高
山

城
城
主
の
金
森
氏
の
領
地
で
、
高
山
藩
と
し
て
治

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
高
山
藩
時
代
の
治
水

が
ど
の
よ
う
な
制
度
の
も
と
で
行
わ
れ
て
い
た
の

か
は
、
史
料
が
少
な
く
全
体
像
は
わ
か
っ
て
い
ま

せ
ん
。
わ
ず
か
に
、
貞

じ
ょ
う

享
き
ょ
う

三
（
一
六
八
六
）
年
三

月
十
二
日
に
出
さ
れ
た
「
郡

こ
お
り

奉
行
代
官
心
得
」
の

な
か
に
「
川
除よ

け

井
水
道
橋
毎
年
時
分
を
見
合
い
申

付
可
し
、
も
つ
と
も
夫ふ

く

公や
く

役と
ど

滞こ
お

り
無
き
様
に
急き

っ

度
　

と
　

申
付
く
可
き
事
」
と
あ
り
、
「
夫
公
役
」
と
し
て

人
足
役
が
賦
課
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
ま
た
、
『
飛
騨
国
中
案
内
』
に
「
飛
騨
国
中

割
し
て
平
夫
出
る
、
此
井
普
請
人
足
一
日
に
二
千

六
百
人
つ
ゝ
平

夫

出

で

候
」
と

あ

り
、
国

中

割

あ
て
の
人
足
が

徴
発
さ
れ
て
い

ま

し

た
。
こ

の

時
の
日
雇
人
足

に
は
一
日
三
匁

も
ん
め

の
賃
金
が
支
給

さ
れ
て
い
た
よ

う

で

す

が
、
こ

れ
は
か
な
り
高
額
（
当
時
の
美
濃
に
お
け
る
一
般

的
な
賃
金
は
一
～
一
匁
七
分
程
度
）
な
の
で
専
門

的
な
人
足
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
金
森
氏
移
封
直
後
に
、
村

方
か
ら
高
山
代
官
所
に
差
し
出
さ
れ

た
一
礼
に
「
堤
・
川
除
・
井
堀
御
普

請
仕
候
人
足
、
御
扶
持
方
被
下
候
節

ハ
、
当
座
ニ
小
百
姓
へ
割
渡
」
と
見

え
る
の
で
、
直
前
の
高
山
藩
に
お
い

て
も
普
請
に
徴
発
さ
れ
た
人
足
に
扶

　

ふ
　

持
　

ち
　

米
が
支
給
さ
れ
て
い
た
と
推
察
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
高
山
藩
の
治
水
制
度
の
全
容
は
明
ら
か
で
な
い

も
の
の
、
国
中
割
あ
て
の
人
足
徴
発
が
な
さ
れ
て

お
り
、
後
の
幕
府
直
轄
領
に
お
け
る
治
水
制
度
に

つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

幕
領
飛
騨
国
の
国
中
余
荷
普
請

　
元げ

ん

禄ろ
く

五
（
一
六
九
二
）
年
に
幕
府
直
轄
領

と

な
っ
て
か
ら
し
ば
ら
く
は
、
高
山
藩
時
代
の
制
度

が
残
っ
て
い
ま
し
た
が
、
元
禄
十
六
（
一
七
〇
三
）

年
に
は
新
た
な
制
度
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
制
度
で
は
、
国
内
の
川
除
・
用
水
、
道
橋
、
郷ご

う

蔵ぐ
ら

な
ど
の
普
請
を
、
公
儀
御
入
用
普
請
、
百
姓
役

普
請
な
ど
に
分
け
、
普
請
の
規
模
に
応
じ
て
国く

に

中な
か

割わ
り

・
郷ご

う

割わ
り

な
ど
の
助
郷
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
公

儀
御
入
用
普
請
・
百
姓
役
普
請
の
普
請
形
態
の
違

い
は
、
左
表
の
通
り
で
す
が
、
公
儀
御
入
用
普
請

に
示
さ
れ
て
い
る
人
足
一
人
に
つ
い
て
一
日
五
合

の
扶
持
米
支
給
は
、
正

し
ょ
う

徳と
く

三
（
一
七
一
三
）
年
に

廃
止
さ
れ
、
公
儀
普
請
と
し
て
の
実
質
が
薄
ら
い

で
い
き
ま
し
た
。
表
中
の
川
除
五
十
七
の
普
請
所

は
、
高
山
周
辺
を
中
心
に
宮
川
・
荘
川
・
益
田
川
（
飛

騨
川
）
流
域
の
村
々
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
飛

騨
の
普
請
制
度
は
人
足
そ
の
他
の
負
担
が
、
国

－

郷

－

村
の
単
位
を
基
準
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る

の
が
特
徴
的
で
す
。

　
国
中
割
を
制
度
と
し
て
整
え
た
も
の
が
国
中
余

荷
普
請
で
、
村
石
高
一
〇
〇
石
に
つ
き
一
〇
〇
人

の
人
足
を
徴
発
す
る
こ
と
を
定
め
ま
し
た
。

の
り
は
相
当
な
負
担
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

人
足
役
は
、
宝ほ

う

暦れ
き

年
間
（
一
七
五
一
～
六
四
）
頃

に
は
、
普
請
金
の
徴
収
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
（※

長
谷
川
忠
崇
の
誤
り
）

国
中
余
荷
普
請
の
廃
止

　
普
請
に
必
要
な
人
足
を
、
石
高
に
よ
っ
て
国
中

の
村
々
に
割
り
あ
て
た
余
荷
制
は
、
農
民
に
と
っ

て
は
大
き
な
負
担
で
、
後
に
は
必
要
以
上
に
普
請

の
組
込
が
あ
り
、
そ
の
負
担
は
耐
え
難
く
な
り
ま

し
た
。

　
そ
の
辺
り
の
経
緯
を
『
夢
物
語
』※

は
、
「
以
前

は
扶
持
米
が
支
給
さ
れ
る
公
儀
普
請
が
長
谷
川
忠

崇
代
官
の
頃
よ
り
余
荷
普
請
と
な
り
扶
持
米
が
な

く
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
万
石
万
人
の
余
荷
で
あ
っ

た
の
が
、
最
近
は
そ
の
割
合
が
多
く
な
っ
た
。
そ

の
理
由
は
、
普
請
掛
り
役
人
と
普
請
所
の
村
々
が

馴
合
い
、
小
破
を
大
破
の
よ
う
に
申
上
げ
、
工
費

を
増
や
す
か
ら
、
」
と
記
述
し
て
い
ま
す
。

　
余
荷
制
は
、
普
請
の
無
い
村
に
も
工
費
を
分
担

さ
せ
る
相
互
扶
助
的
な
制
度
で
し
た
。
ち
な
み
に

余
荷
と
は
「
余
れ
る
を
荷
う
」
の
意
で
、
坂
路
で

難
儀
す
る
荷
車
の
後
押
し
を
す
る
際
に
「
少
し
余

荷
う
か
」
な
ど
と
挨
拶
言
葉
に
も
使
わ
れ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
飛
騨
の
国
中
余
荷
普
請
の
開
始
時
期
に
つ
い

て
、
『
岐
阜
県
史
』
は
、
享

き
ょ
う

保ほ
う

年
間
（
一
七
一
六
～

三
五
）
に
郡
中
余
荷
普
請
が
開
始
さ
れ
た
と
の
記

録
が
あ
る
と
し
つ
つ
、
幕
末
の
飛
騨
郡
代
文
書
中

に
「
延え

ん

享
き
ょ
う

年
中
（
一
七
四
四
～
四
七
）
よ
り
木
品

は
御
林
木
を
下
さ
れ
、
諸
式
入
用
人
足
賃
等
は
国

中
余
荷
割
ニ
相
成
」
と
あ
る
と
併
記
し
、
時
期
に

幅
を
持
た
せ
て
い
ま
す
。『
岐
阜
県
治
水
史
』
は
『
飛

騨
編
年
史
要
』
の
「
延
享
元
年
代
官
伊
奈
忠た

だ

崇む
ね※

、

従
来
官
費
で
あ
っ
た
用
水
川
除
道
橋
の
普
請
を
国

中
余
荷
割
に
移
し
て
民
費
と
し
た
」
を
引
用
し
て

年
次
ま
で
特
定
し
て
い
ま
す
。

　
制
度
運
用
の
実
態
で
は
、
開
始
当
初
は
実
際
に

人
足
が
徴
発
さ
れ
て
お
り
、
元げ

ん

文ぶ
ん

四
（
一
七
三
九
）

年
二
月
二
十
七
日
付
で
吉よ

し

城
　

き
　

郡
荒あ

ら

城
　

き
　

郷
大
沼
組

五
ヶ
村
に
出
さ
れ
た
触
書
に
は
「
一
、
人
足
拾
五

人
　
右
は
三
川
村
筧

か
け
い

御
普
請
人
足
、
明
後
廿
九
日

朝
と
く
差
遣
し
申
さ
ざ
る
べ
く
候
」
と
あ
り
ま

す
。
ど
の
程
度
の
距
離
ま
で
が
徴
発
の
対
象
に

な
っ
た
か
は
定
か
で
あ
り
ま
せ
ん
が
、
往
復
の
道

　
明め

い

和
　

わ
　

八
（
一
七
七
一
）
年
十
二
月
十
一
日
国
分

寺
大
集
会
に
端
を
発
し
た
明
和
騒
動
で
、
村
方
が

差
し
出
し
た
嘆
願
書
に
は
、
新
役
の
停
止
、
新
規

運
上
の
免
除
、
石
代
定
直
段
の
引
き
下
げ
、
元
伐

稼
の
復
活
と
並
ん
で
国
中
余
荷
普
請
の
人
足
減
少

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
余
荷
普
請
が
農

民
に
と
っ
て
過
大
な
負
担
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
こ
れ
に
対
す
る
代
官
の
回
答
の
有
無
は

不
明
で
す
が
、
翌
年
三
月
の
郡
中
村
々
よ
り
代
官

宛
願
書
に
よ
る
と
、
国
中
余
荷
普
請
を
郷ご

う

切ぎ
り

普
請

（
工
費
を
国
中
の
村
々
で
分
担
し
な
い
普
請
）
へ

切
り
替
え
る
こ
と
が
許
可
さ
れ
て
い
ま
す
。
た

だ
、
こ
の
願
書
は
大
野
・
吉
城
郡
の
連
署
と
な
っ

て
お
り
、
文
中
に
「
（
余
荷
か
ら
郷
切
へ
の
切
替

を
）
余
荷
場
所
郷
々
へ
申
遣
候
処
、
益
田
郡
の
中

萩
原
郷
上
呂
郷
中
呂
郷
下
呂
郷
下
原
郷
馬
瀬
郷
右

六
ヶ
村
は
、
不
承
知
に
付
相
談
相
決
不
申
」
と
あ

り
ま
す
。
飛
騨
川
筋
で
は
先
年
の
洪
水
被
害
が
大

き
か
っ
た
の
で
、
余
荷
普
請
の
継
続
を
希
望
し
た

よ
う
で
す
。

　
そ
の
後
、
幕
府
の
詮
議
が
あ
り
、
天て

ん

明め
い

三
（
一

七
八
三
）
年
に
、
道
橋
を
除
い
て
国
中
余
荷
普
請

は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　
（※

農
民
大
沼
村
忠
次
郎
が
大
原
騒
動
を
記
録
し
た
書
物
）

寛
政
の
国
中
余
荷
普
請
制
復
活

　
寛か

ん

政せ
い

二
（
一
七
九
〇
）
年
八
月
、
郡
代
飯
塚
政

長
は
、
郷
切
普
請
を
ふ
た
た
び
余
荷
普
請
に
戻
す

こ
と
を
幕
府
勘
定
所
に
建
議
し
ま
し
た
。
理
由

は
、
郷
切
で
は
普
請
所
に
よ
っ
て
は
工
費
不
足
で

破
損
箇
所
を
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
の
で
潰
地
が
で

き
て
い
る
こ
と
で
し
た
。
村
方
か
ら
は
、
余
荷
普

請
に
残
さ
れ
て
い
た
道
橋
普
請
に
つ
い
て
も
郷
切

普
請
に
切
り
替
る
よ
う
要
望
さ
れ
て
い
た
時
期
で

し
た
が
、
勘
定
所
は
、
郡
代
の
意
見
を
い
れ
て
、

翌
年
か
ら
余
荷
普
請
制
を
復
活
す
る
こ
と
に
決
し

ま
し
た
。

　
も
っ
と
も
、
飯
塚
郡
代
は
、
大
原
騒
動
（
一
七

七
一
～
一
七
八
八
の
百
姓
一
揆
）
の
混
乱
を
収
拾

し
て
民
生
の
安
定
を
図
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
、

余
荷
普
請
の
再
開
に
あ
た
っ
て
は
当
初
一
ヶ
年
千

両
の
上
限
を
設
け
、
さ
ら
に
寛
政
七
（
一
七
九

五
）
年
に
は
、
一
ヶ
年
三
～
四
百
両
を
限
度
と
定

め
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
国
中
余
荷
普
請
は
定
着

し
、
以
後
幕
末
ま
で
運
用
さ
れ
ま
し
た
。
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一
．
渡
場
の
船
の
種
類

　
美
濃
路
は
、
宮
宿
と
中
山
道
垂
井
間
十
四
里
余

り
（
約
五
十
七
㎞
）
を
七
つ
の
宿
場
で
結
ぶ
、
安

全
・
確
実
に
通
行
で
き
る
道
で
し
た
。

　
宿
場
に
つ
い
て
は
、
東
海
道
の
伝
馬
制
度
が
慶け

い

長
ち
ょ
う

六
（
一
六
〇
一
）
年
正
月
に
成
立
し
、
翌
七
（
一

六
〇
二
）
年
に
は
清
須
宿
が
設
置
さ
れ
、
起
宿
と

墨
俣
宿
も
こ
の
頃
に
公
認
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
起
の
渡
船
場
に
は
、
①
定
渡
船
、
②
馬
船
、
③

鵜
飼
船
の
三
種
類
の
船
が
あ
り
ま
し
た
。

　
①
定
渡
船
は
、
日
常
的
に
使
用
さ
れ
る
渡
船
で

三
艘
が
常
備
さ
れ
、
そ
の
う
ち
一
艘
は
置
船
と
呼

ば
れ
る
予
備
の
船
で
し
た
。
天て

ん

保ぽ
う

十
四
（
一
八
四

三
）
年
時
点
で
の
大
き
さ
は
、
長
さ
七
間
四
尺
五

寸
（
約

十

四
ｍ
）
、
幅

五

尺

五

寸
（
約

一
・
七

ｍ
）
、
高
さ
一
尺
三
寸
（
約
〇
・
四
ｍ
）
で
し
た
。

　
②
馬
船
は
、
人
を
乗
せ
る
に
は
不
向
き
で
し
た

が
、
馬
を
乗
せ
易
く
す

る
た
め
に
船
尾
と
船
首

が

平

ら

に

な

っ

て

お

り
、
大
量
の
荷
物
運
搬

に

も

適

し

て

い

ま

し

た
。
大
き
さ
は
長
さ
六

間
（
約

一
〇
・
九
ｍ
）
、

幅
五
尺
（
約
一
・
五
ｍ
）
、

高

さ

一

尺

二

寸
（
約

〇
・
四
ｍ
）
で
、
明め

い

和
　

わ
　

年

間
（
一
七
六
四
～
七
一
）
か
ら
十
四
艘
で
一
定
し

て
い
ま
し
た
。
こ
の
十
四
艘
の
船
の
修
理
や
造
り

替
え
に
は
藩
か
ら
の
拝
借
金
（
無
利
息
十
年
）
を

受
け
取
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
③
「
鵜
飼
船
」
と
は
、
鵜
飼
猟
の
船
が
原
型
で

荷
船
用
に
改
良
さ
れ
た
物
資
輸
送
用
の
船
で
す
。

定
ま
っ
た
基
準
が
あ
っ
た
訳
で
は
な
く
、
各
地
域

で
の
相
対
的
な
呼
び
名
と
し
て
「
大
鵜
飼
船
」
、「
中

鵜
飼
船
」
、「
小
鵜
飼
船
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　
明め

い

暦れ
き

四
（
一
六
五
八
）

年
に
は
、
定
渡
船
の
他

に
大
鵜
飼
船
七
艘
、
小

鵜
飼
船
四
艘
が
あ
り
、

元げ
ん

禄ろ
く

十
六
（
一
七
〇
三
）

年
に
は
小
鵜
飼
船
七
艘

に
対
し
て
材
木
拝
借
が

始
ま
り
、
時
期
は
不
明

で
し
た
が
、
い
つ
の
間

に
か
、
材
木
拝
借
は
大

鵜
飼
船
（
十
艘
）
と
小
鵜
飼
船
（
七
艘
）
の
計
十

七
艘
に
定
ま
り
ま
し
た
。

二
．
起
宿
の
三
つ
の
渡
場

　
天
正
十
四
（
一
五
八
六
）
年
の
木
曽
川
河
道
の

変
動
に
よ
っ
て
、
大
河
木
曽
川
（
起
川
）
が
起
の

側
に
現
れ
、
渡
船
が
必
須
と
な
り
ま
し
た
。

　
起
渡
船
場
は
、
上
の

定
じ
ょ
う

渡
わ
た
し

場
　

ば
　

、
中
の
宮み

や

河ご
う

戸
　

ど
　

、

下
の
舟ふ

な

橋ば
し

河
戸
の
三
ヶ

所
で
し
た
。
な
お
、
河

戸
と
は
湊
運
上
を
出
し

て
い
な
い
湊
で
、
湊
運

上
を
出
し
て
い
る
川
湊

が
正
式
な
湊
で
し
た
の

で
、
幕
府
米
の
積
出
し

を
認
め
ら
れ
た
川
湊
は

河
　

か
　

岸
　

し
　

と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　
①
定
渡
船
場
：
通
常
の
美
濃
路
街
道
コ
ー
ス

で
、
金
比
羅
神
社
（
起
堤
町
）
前
か
ら
対
岸
の
新あ

ら

井
　

い
　

村
（
羽
島
市
正ま

さ

木
　

き
　

町
ち
ょ
う

新
井
）
の
河
原
に
達
す
る

ル
ー
ト
で
あ
り
、
大
浦
村
（
正
木
町
大
浦
）
の
金

比
羅
神
社
前
を
通
り
ま
し
た
。

　
②
宮
河
戸
（
対
岸
は
燈
明
河
戸
）
：
定
渡
場
下

流
の
大
明
神
社
（
起
堤
町
）
前
か
ら
新
井
村
間
、

主
に
荷
物
の
揚
げ
降
ろ
し
の
湊
で
あ
り
、
水
筋
変

更
や
混
雑
の
場
合
以
外
、
人
の
渡
河
に
は
使
用
さ

三

－

二
．
一
般
の
大
名

　
藩
か
ら
御
馳
走
の
指
定
を
受
け
て
い
な
い
大
名

の
渡
し
は
、
船
庄
屋
の
采
配
に
任
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
寛か

ん

保ぽ
う

二
（
一
七
四
二
）
年
の
例
で
は
、
起
の

船
庄
屋
が
起
の
拝
借
船
十
七
艘
と
置
渡
船
一
艘
、

里
小
牧
（
木
曽
川
町
里
小
牧
）
と
中
野
の
渡
船
各

一
艘
の
計
二
十
艘
を
大
名
へ
差
し
出
し
、
不
足
分

は
近
隣
か
ら
借
り
て
い
ま
し
た
。

　
船
の
借
り
賃
は
、
鵜
飼
船
一
艘
七
〇
〇
文
（
江

戸
時
代
平
均
で
一
文
＝
約
十
七
円
と
し
て
約
一
・

二
万
円
）
、
馬
船
一
艘
一
貫
三
〇
〇
文
（
約
二
・
二

万
円
）
、
増
水
時
は
そ
れ
ぞ
れ
三
割
増
し
で
し
た
。

　
大
名
の
渡
河
に
使
用
さ
れ
た
舟
数
を
図
に
示
し

ま
し
た
。
同
図
よ
り
、
旧
暦
の
三
月
～
五
月
の
使

用
数
が
多
く
、
十
二
月
～
一
月
頃
は
ゼ
ロ
に
近

く
、
こ
れ
は
参
勤
交
代
の
時
期
（
外
様
は
四
月
、

譜
代
は
六
月
か
八
月
）
を
反
映
し
て
い
ま
す
。
一

般
庶
民
は
運
賃
を
支
払
っ
て
渡
船
を
利
用
し
て
い

ま
し
た
。

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
③
船
橋
河
戸
：
起

大
明
神
社
と
起
本
陣

の
中
間
か
ら
対
岸
の

三
ツ
柳
（
正
木
町
三

ツ
柳
）
間
に
、
将
軍

や
朝
鮮
通
信
使
な
ど

の
渡
河
の
た
め
に
掛

け
ら
れ
た
船
橋
の
仮

設
位
置
で
、
対
岸
の

三
ツ
柳
に
も
船
橋
河
戸
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。

三
．
大
名
の
渡
河

　
船
橋
に
よ
る
貴
人
（
将
軍
家
や
朝
鮮
通
信
使

等
）
や
象
船
に
よ
る
象
の
渡
河
に
つ
い
て
は
第
四

十
五
号
に
ゆ
ず
り
、
本
節
で
は
大
名
の
渡
河
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。
大
名
の
渡
河
方
法
に
は
、
御

馳
走
大
名
と
そ
う
で
な
い
大
名
と
の
二
種
類
が
あ

り
ま
し
た
。

三

－

一
．御
馳
走
大
名

　
尾
張
藩
は
、
藩
と
関
係
が
深
い
大
名
、
幕
府
重

職
者
、
献
上
茶
壺
、
琉
球
使
節
な
ど
に
御
馳
走
つ

ま
り
接
待
を
し
ま
し
た
。

　
最
も
大
規
模
な
行
列
を
組
む
御
馳
走
大
名
は
、

紀
州
徳
川
家
で
し
た
。
紀
州
公
、
そ
の
隠
居
や
嫡

ち
ゃ
く

子
　

し
　

に
出
さ
れ
る
御
馳
走
船
は
、
召
舟
一
艘
・
馬
船

十
九
艘
・
鵜
飼
船
一
一
〇
艘
と
圧
倒
的
に
多
数
で

あ
り
、
尾
張
藩
が
馬
船
に
新
造
修
復
金
を
貸
す
よ

う
に
な
っ
た
の
も
紀
州
公
の
通
行
が
き
っ
か
け
で

し
た
。

　
弘こ

う

化
　

か
　

五
（
一
八
四
八
）
年
の
紀
州
公
渡
河
の
場

合
、
渡
船
の
た
め
の
波
止
場
は
、
川
上
か
ら
紀
州

公
の
た
め
に
一
組
、
家
中
の
た
め
に
二
組
、
馬
の

た
め
に
一
組
の
計
四
組
で
、
こ
の
時
は
瀬
が
二
つ

あ
っ
た
た
め
、
各
瀬
の
両
岸
に
計
四
ヶ
所
で
、
計

十
六
組
も
の
波
止
場
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

ま
し
た
。
元げ

ん

禄ろ
く

三

（
一

六

九
〇
）
年

に
五
十
ヶ
村
が
起

村
に
年
間
渡
船
使

用
量
を
支
払
い
、

そ

の

合

計

金

額

は
、
米

七

石

七

斗

一
升
、
麦
五
石
二

斗
五
升
、
銭
三
貫

七
〇
〇
文
で
し
た
。

四
．
木
曽
三
川
の
特
殊
堤

　
特
殊
堤
と
は
、
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
も
し
く

は
こ
れ
に
準
ず
る
構
造
の
胸
壁
を
有
す
る
も
の
」

で
、
胸

き
ょ
う

壁へ
き

構
造
の
特
殊
堤
を
指
す
も
の
で
あ
り
、

胸
壁
構
造
の
特
殊
堤
は
、
土
地
利
用
の
状
況
そ
の

他
特
別
な
事
情
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら

れ
る
場
合
に
特
例
的
に
設
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
木
曽
川
の
起
と
揖

斐
川
右
岸
の
南
濃
町

太
田
は
、
渡
船
で
に

ぎ
わ
っ
た
町
屋
が
堤

防
間
近
に
迫
り
、
さ

ら
に
岐
阜
市
の
長
良

川
左
岸
忠
節
・
長
良

橋
間
に
は
織
田
信
長

に
よ
る
「
惣そ

う

構
か
ま
え

堤
つ
つ
み

」

が
川
岸
に
迫
り
、
こ

れ
ら
の
地
に
は
特
殊
堤
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

四

－

一
．
起
の
特
殊
堤

　
長
さ
六
町
二
十
八
間
（
約
七
〇
六
ｍ
）
の
起
宿

は
、
美
濃
路
を
通
る
人
や
物
資
の
輸
送
基
地
と
し

て
栄
え
、
町
屋
が
旧
堤
防
に
軒
を
連
ね
て
い
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
堤
防
を
設
置
す
る
空
間
が
得
ら

れ
ず
、
木
曽
川
左
岸
の
延
長
約
一
・
八
㎞
区
間
が

特
殊
堤
と
な
り
ま
し
た
。

　
工
事
は
昭
和
三
十
二
（
一
九
五
七
）
年
度
か
ら

着
工
し
、
昭
和
四
十
年
度
ま

で
に
延
長
一
七
七
〇
ｍ
を
竣

工
し
、
付
帯
工
事
と
し
て
陸

閘
三
ヶ
所
が
新
設
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
特
殊
堤
は
、
川
表

は
練
石
積
で
天
端
の
高
さ
は

計
画
高
水
位
上
一
ｍ
と
し
、

そ
れ
よ
り
一
ｍ
の
高
さ
に
コ

ン
ク
リ
ー
ト
壁
を
設
け
、
天

端
の
幅
は
七
ｍ
と
し
て
い
ま

す
。
川

表

勾

配

は

寺

勾

配

（
寺
の
屋
根
の
様
に
、
上
に
い
く
ほ
ど
急
に
な
り

そ
り
上
が
る
勾
配
）
で
小
段
を
設
け
、
根
固
護
岸
に

取
り
付
け
、
川
裏
は
二
割
勾
配
の
練
玉
石
張
で

す
。

　
な
お
、
補
強
工
事
と
し
て
昭
和
五
十
五
年
か
ら

前
面
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
腹
付
を
行
い
、
昭
和
六
十

三
年
度
ま
で
に
表
小
段
ま
で
の
高
さ
の
暫
定
断
面

で
一
〇
六
三
ｍ
を
施
工
し
ま
し
た
。

四

－

二
．
揖
斐
川
右
岸
の
太
田

　
太
田
村
（
南
濃
町
太
田
）
は
、
明
治
八
（
一
八

七
五
）
年
に
江
戸
期
か
ら
の
大
里
村
と
安
江
村
が

合
併
し
て
成
立
し
、
村
内
の
伊
勢
街
道
の
里
程
は

十
一
町
（
約
一
二
〇
〇
ｍ
）
で
す
。

（
一
）
太
田
の
舟
運

　
舟
運
の
記
録
と
し
て
は
、
山
崎
村
（
南
濃
町
山

崎
）
で
は
元
禄
十

二
（
一
六
九
九
）

年
に
川
船
二
艘
で

荷
物
・
籠
詰
め
石

な
ど
を
各
地
に
積

み
出
し
た
と
記
録

さ
れ
、
明
和
元
（
一

七
六
四
）
年
に
安

江
村
（
南
濃
町
安

江
）
に
は
百
石
船

一
艘
が
あ
り
ま
し
た
。

　
年
貢
米
は
津
屋
川
岸
や
揖
斐
川
岸
か
ら
桑
名
へ

積
出
さ
れ
、
ま
た
上
野
河こ

う

戸
　

ず
　

・
山
崎
・
安
江
な
ど

か
ら
切
り
出
さ
れ
た
石
（
「
青
石
」
「
河
戸
石
」
）

が
揖
斐
川
を
舟
で
運
ば
れ
ま
し
た
。

　
明
治

十
四
（
一
八
八
一
）
年

の
記
録

に
よ
れ

ば
、
遠
距
離
の
荷
物
輸
送
に
使
用
し
た
高
瀬
船
・

鵜
飼
荷
船
の
保
有
量
は
、
津
屋
村
（
鵜
飼
荷
船
十

四
艘
、
瀬
取
船
五
十
八
艘
）
と
太
田
村
（
五
六
～

一
四
七
石
積
の
高
瀬
船
十
三
艘
、
三
～
五
間
の
鵜

飼
に
船
七
艘
）
に
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
江
戸
時
代
、
太
田
に
は
大
垣
藩
米
蔵
・
蔵
奉
行

役
宅
・
船
問
屋
が
あ
り
、
字
蔵
下
の
船
着
場
か
ら

年
貢
米
の
積
出
し
が
行
わ
れ
、
こ
の
渡
船
場
は
当

地
方
に
お
け
る
揖
斐
川
舟
運
の
中
心
地
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　
つ
ま
り
、
南
濃
町
太
田
は
、
伊
勢
街
道
が
揖
斐

川
右
岸
脇
に
形
成
さ
れ
た
村
内
を
通
行
し
、
大
垣

藩
の
米
蔵
か
ら
積
み
出
す
年
貢
米
や
「
河
戸
石
」

の
船
着
場
で
に
ぎ
わ
う
地
で
し
た
。

（
二
）
太
田
特
殊
堤
の
建
設
経
過

　
南
濃
町
太
田
で
の
木
曽
川
下
流
改
修
（
明
治
改

修
）
工
事
は
、
第
二

期
（
明
治
二
十
九
年

度
～
三
十
二
年
度
）

か
ら
第
三
期
（
明
治

三
十
三
年
度
～
三
十

八
年
度
）
に
か
け
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
つ
ま
り
、
川
幅
の

拡
幅
の
た
め
に
、
①

揖

斐

川

右

岸

の

太

田
・
田
鶴
間
の
浚
渫
と
築
堤
工
事
を
行
う
と
共

に
、
福
岡
・
安
田
間
に
か
け
て
左
岸
高
須
輪
中
を

開
削
し
て
新
河
道
を
設
け
、
②
高
柳
・
福
岡
間
（
津

谷
川
合
流
点
）
で
旧
揖
斐
川
右
岸
側
を
締
切
り
、

旧
揖
斐
川
右
岸
堤
を
新
揖
斐
川
と
佐
屋
川
の
背
割

り
堤
と
し
、
津
谷
川
を
三
・
五
㎞
下
流
の
山
崎
で

揖
斐
川
と
合
流
さ
せ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
に
策
定

さ
れ
た
「
木
曽
川
下
流
改
修
増
補
計
画
」
に
従
い
、

ほ
ぼ
無
堤
地
で
あ
っ
た
山
崎
谷
か
ら
太
田
間
に
胸

壁
（
特
殊
堤
）
を
設
け
、
山
崎
谷
か
ら
般
若
谷
ま

で
に
新
堤
を
築
く
こ
と
と
し
、
さ
ら
に
伊
勢
湾
台

風
後
の
工
事
と
し
て
、
昭
和
三
十
四
年
九
月
か
ら

昭
和
三
十
八
年
二
月
ま
で
特
殊
堤
の
補
強
工
事
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

四

－

三
．
長
良
川
の
特
殊
堤
（
畳
堤
防
）

　
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
に
上
流
改
修
（
大
正

改
修
）
工
事
が
着
手
と
な
り
、
長
良
川
筋
の
改
修

で
は
、
長
良
橋
下
流
付
近
で
分
派
し
て
い
る
古
川

と
古
古
川
を
締
切
り
、
旧
長
良
川
（
井
川
）
を
拡

幅
す
る
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
忠
節
か
ら
金
華
山
付
近
ま
で
の
長
良
川
左
岸
側

は
信
長
の
時
代
か
ら
の
惣そ

う

構
か
ま
え

（
総
構
）
注
　

堤
間
近

ま
で
人
家
が
押
し
寄
せ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
こ
の
区
間
の
拡
幅
工
事
（
引
堤
）
は
主
に
右

岸
側
で
行
わ
れ
、
川
幅
は
、
忠
節
橋
の
所
で
一
七

三
ｍ
を
二
六
六
ｍ
に
、
金
華
橋
の
所
で
二
二
〇
ｍ

を
三
〇
二
ｍ
程
の
引
堤
が
な
さ
れ
、
左
岸
側
は
特

殊
堤
で
対
応
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
定
敷
幅
は
二

十

四
ｍ
（
八
〇
尺
）
を

五

十

五
ｍ
に
、
堤

防

高

を

六
ｍ
か

ら

九
ｍ
に
、
馬

踏

を

約

四
・
五
ｍ
（
一

五

尺
）
を
七
ｍ
と
し
ま
し
た
。

注
）
惣
構
（
総
構
）
：
岐
阜
公
園
北
端
の
金
華
山
ト
ン

ネ
ル
が
通
っ
て
い
る
丸
山
下
か
ら
忠
節
村
口
ま

で
九
町
（
約
九
八
〇
ｍ
）
余
り
と
川
水
を
引
い

た
堀
（
幅
五
～
九
間
）
を
信
長
が
作
っ
た
。

　
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
一
月
に
古
川
と
古
古

川
の
締
切
に
着
手
、
同
十
四
年
八
月
に
締
切
築
堤

が
竣
工
し
ま
し
た
。
な
お
、
締
切
部
の
築
堤
断
面

は
、
馬

踏

十
ｍ
、

裏
小
段
四
十
ｍ
で

し
た
。

　
昭
和
八
（
一
九

三
三
）
年
か
ら
七

年
間
行
わ
れ
た
岐

阜
市
忠
節
橋
か
ら

上
流
の
長
良
橋
に

至
る
長
良
川
左
岸

沿
い
約
二
・
四
㎞

に
築
く
特
殊
堤
の
築
堤
工
事
の
う
ち
、
忠
節
橋
か

ら
金
華
橋
ま
で
の
約
一
・
二
㎞
が
洪
水
時
に
欄
干

に
畳
を
入
れ
る
畳
堤
防
で
す
。

　
特
殊
堤
の
川
表
（
堤
防
の
川
側
）
は
練
積
玉
石

張
で
、
畳
堤
防
の
欄
干
の
高
さ
は
道
路
か
ら
一
二

〇
㎝
、
欄
干
の
柱
は
一
七
一
㎝
～
一
七
六
㎝
の
間

隔
に
建
っ
て
い
ま
す
。

　
江
戸
間
の
畳
は

幅
八
八
㎝
、
長
さ

一
七
六
㎝
で
厚
み

は
約
六
㎝
、
京
間

よ
り
も
幅
も
長
さ

も
短
く
な
っ
て
い

ま
す
。
柱
の
間
隔

が
江
戸
間
の
長
さ

よ
り
五
㎝
ほ
ど
短

い
部
分
も
あ
り
ま

す
が
、
畳
が
柱
と

密
着
し
て
水
漏
れ

が
な
い
よ
う
に
施
工
し
た
と
考
え
れ
ば
、
岐
阜
市

の
畳
堤
防
は
江
戸
間
の
畳
を
対
象
と
し
た
堤
防
で

す
。

　
な
お
、
長
良
川
の
「
畳
堤
防
」
は
、
宮
崎
県
延

岡
市
の
五
ヶ
瀬
川
と
大
瀬
川
に
昭
和
十
（
一
九
三

五
）
年
に
造
ら
れ
た
江
戸
間
の
「
畳
堤
防
」
を
参

考
に
造
ら
れ
、
さ
ら
に
昭
和
二
十
五
年
か
ら
昭
和

三
十
年
頃
ま
で
に
、
長
良
川
の
畳
堤
防
に
部
分
的

に
改
良
を
加
え
た
「
畳
堤
防
」
が
兵
庫
県
龍
野
市

の
揖
保
川
に
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
畳
堤

防
は
全
国
に
三
ヵ
所
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

五
．
お
わ
り
に

　
貴
人
や
大
名
が
渡
河
し
た
起
宿
、
舟
運
の
拠
点

と
し
て
栄
え
た
南
濃
町
太
田
、
さ
ら
に
長
良
川
の

舟
運
を
管
理
し
た
長
良
川
役
所
下
流
の
惣
構
等
に

よ
る
忠
節
・
長
良
橋
間
は
、
長
き
に
わ
た
る
多
く

の
歴
史
を
踏
ま
え
て
、
特
殊
堤
が
造
ら
れ
地
域
を

守
っ
て
い
ま
す
。

0

50

100

150

200

250

300

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

6 3

起宿での月別使用船数
< 出典：『尾西市史　通史編　上巻』>

　
寛か

ん

永え
い

二
十
（
一
六
四
三
）
年
以
降
、
荷
物
一
駄

に
つ
き
八
文
、
人
四
文
、
さ
わ
た
り
八
文
で
、
増

水
時
に
も
値
段
は
同
じ
で
し
た
。
そ
の
後
の
物
価

上
昇
で
、
天
保
十
四
（
一
八
四
三
）
年
に
は
一
人

六
文
、
馬
一
匹
八
文
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
渡
船

場
周
辺

の
村
は
、
毎
年

一
定
の

米
・
麦
・
銭
を
村
ご
と
に
ま
と
め
て
支
払
っ
て
い

木曽川右岸の正木町大浦の金比羅神社

元禄 15（1702）年起宿絵図
<出典：『尾西市史　村絵図編』>起の特殊堤

起特殊堤補強工事断面図
<出典：『木曽三川治水百年のあゆみ』>

昭和７年頃の太田渡船場
<出典：『南濃町史』>

鵜飼舟
<出典：『近世における揖斐・長良・木曽川の舟運について』>

明治 17（1884）年の地籍図の模写
<出典：『尾西市史　通史編　上巻』>

馬渡船
<出典：『近世日本の川船研究　上巻』>

木曽三川の舟運と渡し　第三編

起宿と特殊堤

歴史記録歴史記録

　
起
宿
は
、
二
〇
〇
三
年
冬
号
（
第
四
十
五
号
）
の
歴

史
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
と
林
　
順
子
　
氏
の
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｋ
＆
Ｔ

Ａ
Ｌ
Ｋ
で
、
船
橋
を
渡
る
朝
鮮
通
信
使
や
象
の
渡
河
さ

ら
に
渡
河
す
る
大
名
と
馬
船
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
述

べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
編
で
は
、
起
宿
の
三
つ
の
渡
船
場
と
大
名
の
渡
船

に
触
れ
た
後
、
町
屋
が
川
岸
近
く
に
迫
っ
た
起
、
岐
阜

市
の
忠
節
・
長
良
橋
間
、
さ
ら
に
揖
斐
川
の
南
濃
町
太

田
に
お
け
る
特
殊
堤
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

尾
張
名
所
図
会
『
起
の
渡
し
』

提供：一宮市尾西歴史民俗資料館蔵提供：一宮市尾西歴史民俗資料館蔵
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一
．
渡
場
の
船
の
種
類

　
美
濃
路
は
、
宮
宿
と
中
山
道
垂
井
間
十
四
里
余

り
（
約
五
十
七
㎞
）
を
七
つ
の
宿
場
で
結
ぶ
、
安

全
・
確
実
に
通
行
で
き
る
道
で
し
た
。

　
宿
場
に
つ
い
て
は
、
東
海
道
の
伝
馬
制
度
が
慶け

い

長
ち
ょ
う

六
（
一
六
〇
一
）
年
正
月
に
成
立
し
、
翌
七
（
一

六
〇
二
）
年
に
は
清
須
宿
が
設
置
さ
れ
、
起
宿
と

墨
俣
宿
も
こ
の
頃
に
公
認
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
起
の
渡
船
場
に
は
、
①
定
渡
船
、
②
馬
船
、
③

鵜
飼
船
の
三
種
類
の
船
が
あ
り
ま
し
た
。

　
①
定
渡
船
は
、
日
常
的
に
使
用
さ
れ
る
渡
船
で

三
艘
が
常
備
さ
れ
、
そ
の
う
ち
一
艘
は
置
船
と
呼

ば
れ
る
予
備
の
船
で
し
た
。
天て

ん

保ぽ
う

十
四
（
一
八
四

三
）
年
時
点
で
の
大
き
さ
は
、
長
さ
七
間
四
尺
五

寸
（
約

十

四
ｍ
）
、
幅

五

尺

五

寸
（
約

一
・
七

ｍ
）
、
高
さ
一
尺
三
寸
（
約
〇
・
四
ｍ
）
で
し
た
。

　
②
馬
船
は
、
人
を
乗
せ
る
に
は
不
向
き
で
し
た

が
、
馬
を
乗
せ
易
く
す

る
た
め
に
船
尾
と
船
首

が

平

ら

に

な

っ

て

お

り
、
大
量
の
荷
物
運
搬

に

も

適

し

て

い

ま

し

た
。
大
き
さ
は
長
さ
六

間
（
約

一
〇
・
九
ｍ
）
、

幅
五
尺
（
約
一
・
五
ｍ
）
、

高

さ

一

尺

二

寸
（
約

〇
・
四
ｍ
）
で
、
明め

い

和
　

わ
　

年

間
（
一
七
六
四
～
七
一
）
か
ら
十
四
艘
で
一
定
し

て
い
ま
し
た
。
こ
の
十
四
艘
の
船
の
修
理
や
造
り

替
え
に
は
藩
か
ら
の
拝
借
金
（
無
利
息
十
年
）
を

受
け
取
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
③
「
鵜
飼
船
」
と
は
、
鵜
飼
猟
の
船
が
原
型
で

荷
船
用
に
改
良
さ
れ
た
物
資
輸
送
用
の
船
で
す
。

定
ま
っ
た
基
準
が
あ
っ
た
訳
で
は
な
く
、
各
地
域

で
の
相
対
的
な
呼
び
名
と
し
て
「
大
鵜
飼
船
」
、「
中

鵜
飼
船
」
、「
小
鵜
飼
船
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　
明め

い

暦れ
き

四
（
一
六
五
八
）

年
に
は
、
定
渡
船
の
他

に
大
鵜
飼
船
七
艘
、
小

鵜
飼
船
四
艘
が
あ
り
、

元げ
ん

禄ろ
く

十
六
（
一
七
〇
三
）

年
に
は
小
鵜
飼
船
七
艘

に
対
し
て
材
木
拝
借
が

始
ま
り
、
時
期
は
不
明

で
し
た
が
、
い
つ
の
間

に
か
、
材
木
拝
借
は
大

鵜
飼
船
（
十
艘
）
と
小
鵜
飼
船
（
七
艘
）
の
計
十

七
艘
に
定
ま
り
ま
し
た
。

二
．
起
宿
の
三
つ
の
渡
場

　
天
正
十
四
（
一
五
八
六
）
年
の
木
曽
川
河
道
の

変
動
に
よ
っ
て
、
大
河
木
曽
川
（
起
川
）
が
起
の

側
に
現
れ
、
渡
船
が
必
須
と
な
り
ま
し
た
。

　
起
渡
船
場
は
、
上
の

定
じ
ょ
う

渡
わ
た
し

場
　

ば
　

、
中
の
宮み

や

河ご
う

戸
　

ど
　

、

下
の
舟ふ

な

橋ば
し

河
戸
の
三
ヶ

所
で
し
た
。
な
お
、
河

戸
と
は
湊
運
上
を
出
し

て
い
な
い
湊
で
、
湊
運

上
を
出
し
て
い
る
川
湊

が
正
式
な
湊
で
し
た
の

で
、
幕
府
米
の
積
出
し

を
認
め
ら
れ
た
川
湊
は

河
　

か
　

岸
　

し
　

と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　
①
定
渡
船
場
：
通
常
の
美
濃
路
街
道
コ
ー
ス

で
、
金
比
羅
神
社
（
起
堤
町
）
前
か
ら
対
岸
の
新あ

ら

井
　

い
　

村
（
羽
島
市
正ま

さ

木
　

き
　

町
ち
ょ
う

新
井
）
の
河
原
に
達
す
る

ル
ー
ト
で
あ
り
、
大
浦
村
（
正
木
町
大
浦
）
の
金

比
羅
神
社
前
を
通
り
ま
し
た
。

　
②
宮
河
戸
（
対
岸
は
燈
明
河
戸
）
：
定
渡
場
下

流
の
大
明
神
社
（
起
堤
町
）
前
か
ら
新
井
村
間
、

主
に
荷
物
の
揚
げ
降
ろ
し
の
湊
で
あ
り
、
水
筋
変

更
や
混
雑
の
場
合
以
外
、
人
の
渡
河
に
は
使
用
さ

三

－

二
．
一
般
の
大
名

　
藩
か
ら
御
馳
走
の
指
定
を
受
け
て
い
な
い
大
名

の
渡
し
は
、
船
庄
屋
の
采
配
に
任
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
寛か

ん

保ぽ
う

二
（
一
七
四
二
）
年
の
例
で
は
、
起
の

船
庄
屋
が
起
の
拝
借
船
十
七
艘
と
置
渡
船
一
艘
、

里
小
牧
（
木
曽
川
町
里
小
牧
）
と
中
野
の
渡
船
各

一
艘
の
計
二
十
艘
を
大
名
へ
差
し
出
し
、
不
足
分

は
近
隣
か
ら
借
り
て
い
ま
し
た
。

　
船
の
借
り
賃
は
、
鵜
飼
船
一
艘
七
〇
〇
文
（
江

戸
時
代
平
均
で
一
文
＝
約
十
七
円
と
し
て
約
一
・

二
万
円
）
、
馬
船
一
艘
一
貫
三
〇
〇
文
（
約
二
・
二

万
円
）
、
増
水
時
は
そ
れ
ぞ
れ
三
割
増
し
で
し
た
。

　
大
名
の
渡
河
に
使
用
さ
れ
た
舟
数
を
図
に
示
し

ま
し
た
。
同
図
よ
り
、
旧
暦
の
三
月
～
五
月
の
使

用
数
が
多
く
、
十
二
月
～
一
月
頃
は
ゼ
ロ
に
近

く
、
こ
れ
は
参
勤
交
代
の
時
期
（
外
様
は
四
月
、

譜
代
は
六
月
か
八
月
）
を
反
映
し
て
い
ま
す
。
一

般
庶
民
は
運
賃
を
支
払
っ
て
渡
船
を
利
用
し
て
い

ま
し
た
。

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
③
船
橋
河
戸
：
起

大
明
神
社
と
起
本
陣

の
中
間
か
ら
対
岸
の

三
ツ
柳
（
正
木
町
三

ツ
柳
）
間
に
、
将
軍

や
朝
鮮
通
信
使
な
ど

の
渡
河
の
た
め
に
掛

け
ら
れ
た
船
橋
の
仮

設
位
置
で
、
対
岸
の

三
ツ
柳
に
も
船
橋
河
戸
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。

三
．
大
名
の
渡
河

　
船
橋
に
よ
る
貴
人
（
将
軍
家
や
朝
鮮
通
信
使

等
）
や
象
船
に
よ
る
象
の
渡
河
に
つ
い
て
は
第
四

十
五
号
に
ゆ
ず
り
、
本
節
で
は
大
名
の
渡
河
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。
大
名
の
渡
河
方
法
に
は
、
御

馳
走
大
名
と
そ
う
で
な
い
大
名
と
の
二
種
類
が
あ

り
ま
し
た
。

三

－

一
．御
馳
走
大
名

　
尾
張
藩
は
、
藩
と
関
係
が
深
い
大
名
、
幕
府
重

職
者
、
献
上
茶
壺
、
琉
球
使
節
な
ど
に
御
馳
走
つ

ま
り
接
待
を
し
ま
し
た
。

　
最
も
大
規
模
な
行
列
を
組
む
御
馳
走
大
名
は
、

紀
州
徳
川
家
で
し
た
。
紀
州
公
、
そ
の
隠
居
や
嫡

ち
ゃ
く

子
　

し
　

に
出
さ
れ
る
御
馳
走
船
は
、
召
舟
一
艘
・
馬
船

十
九
艘
・
鵜
飼
船
一
一
〇
艘
と
圧
倒
的
に
多
数
で

あ
り
、
尾
張
藩
が
馬
船
に
新
造
修
復
金
を
貸
す
よ

う
に
な
っ
た
の
も
紀
州
公
の
通
行
が
き
っ
か
け
で

し
た
。

　
弘こ

う

化
　

か
　

五
（
一
八
四
八
）
年
の
紀
州
公
渡
河
の
場

合
、
渡
船
の
た
め
の
波
止
場
は
、
川
上
か
ら
紀
州

公
の
た
め
に
一
組
、
家
中
の
た
め
に
二
組
、
馬
の

た
め
に
一
組
の
計
四
組
で
、
こ
の
時
は
瀬
が
二
つ

あ
っ
た
た
め
、
各
瀬
の
両
岸
に
計
四
ヶ
所
で
、
計

十
六
組
も
の
波
止
場
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

ま
し
た
。
元げ

ん

禄ろ
く

三

（
一

六

九
〇
）
年

に
五
十
ヶ
村
が
起

村
に
年
間
渡
船
使

用
量
を
支
払
い
、

そ

の

合

計

金

額

は
、
米

七

石

七

斗

一
升
、
麦
五
石
二

斗
五
升
、
銭
三
貫

七
〇
〇
文
で
し
た
。

四
．
木
曽
三
川
の
特
殊
堤

　
特
殊
堤
と
は
、
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
も
し
く

は
こ
れ
に
準
ず
る
構
造
の
胸
壁
を
有
す
る
も
の
」

で
、
胸

き
ょ
う

壁へ
き

構
造
の
特
殊
堤
を
指
す
も
の
で
あ
り
、

胸
壁
構
造
の
特
殊
堤
は
、
土
地
利
用
の
状
況
そ
の

他
特
別
な
事
情
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら

れ
る
場
合
に
特
例
的
に
設
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
木
曽
川
の
起
と
揖

斐
川
右
岸
の
南
濃
町

太
田
は
、
渡
船
で
に

ぎ
わ
っ
た
町
屋
が
堤

防
間
近
に
迫
り
、
さ

ら
に
岐
阜
市
の
長
良

川
左
岸
忠
節
・
長
良

橋
間
に
は
織
田
信
長

に
よ
る
「
惣そ

う

構
か
ま
え

堤
つ
つ
み

」

が
川
岸
に
迫
り
、
こ

れ
ら
の
地
に
は
特
殊
堤
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

四

－

一
．
起
の
特
殊
堤

　
長
さ
六
町
二
十
八
間
（
約
七
〇
六
ｍ
）
の
起
宿

は
、
美
濃
路
を
通
る
人
や
物
資
の
輸
送
基
地
と
し

て
栄
え
、
町
屋
が
旧
堤
防
に
軒
を
連
ね
て
い
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
堤
防
を
設
置
す
る
空
間
が
得
ら

れ
ず
、
木
曽
川
左
岸
の
延
長
約
一
・
八
㎞
区
間
が

特
殊
堤
と
な
り
ま
し
た
。

　
工
事
は
昭
和
三
十
二
（
一
九
五
七
）
年
度
か
ら

着
工
し
、
昭
和
四
十
年
度
ま

で
に
延
長
一
七
七
〇
ｍ
を
竣

工
し
、
付
帯
工
事
と
し
て
陸

閘
三
ヶ
所
が
新
設
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
特
殊
堤
は
、
川
表

は
練
石
積
で
天
端
の
高
さ
は

計
画
高
水
位
上
一
ｍ
と
し
、

そ
れ
よ
り
一
ｍ
の
高
さ
に
コ

ン
ク
リ
ー
ト
壁
を
設
け
、
天

端
の
幅
は
七
ｍ
と
し
て
い
ま

す
。
川

表

勾

配

は

寺

勾

配

（
寺
の
屋
根
の
様
に
、
上
に
い
く
ほ
ど
急
に
な
り

そ
り
上
が
る
勾
配
）
で
小
段
を
設
け
、
根
固
護
岸
に

取
り
付
け
、
川
裏
は
二
割
勾
配
の
練
玉
石
張
で

す
。

　
な
お
、
補
強
工
事
と
し
て
昭
和
五
十
五
年
か
ら

前
面
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
腹
付
を
行
い
、
昭
和
六
十

三
年
度
ま
で
に
表
小
段
ま
で
の
高
さ
の
暫
定
断
面

で
一
〇
六
三
ｍ
を
施
工
し
ま
し
た
。

四

－

二
．
揖
斐
川
右
岸
の
太
田

　
太
田
村
（
南
濃
町
太
田
）
は
、
明
治
八
（
一
八

七
五
）
年
に
江
戸
期
か
ら
の
大
里
村
と
安
江
村
が

合
併
し
て
成
立
し
、
村
内
の
伊
勢
街
道
の
里
程
は

十
一
町
（
約
一
二
〇
〇
ｍ
）
で
す
。

（
一
）
太
田
の
舟
運

　
舟
運
の
記
録
と
し
て
は
、
山
崎
村
（
南
濃
町
山

崎
）
で
は
元
禄
十

二
（
一
六
九
九
）

年
に
川
船
二
艘
で

荷
物
・
籠
詰
め
石

な
ど
を
各
地
に
積

み
出
し
た
と
記
録

さ
れ
、
明
和
元
（
一

七
六
四
）
年
に
安

江
村
（
南
濃
町
安

江
）
に
は
百
石
船

一
艘
が
あ
り
ま
し
た
。

　
年
貢
米
は
津
屋
川
岸
や
揖
斐
川
岸
か
ら
桑
名
へ

積
出
さ
れ
、
ま
た
上
野
河こ

う

戸
　

ず
　

・
山
崎
・
安
江
な
ど

か
ら
切
り
出
さ
れ
た
石
（
「
青
石
」
「
河
戸
石
」
）

が
揖
斐
川
を
舟
で
運
ば
れ
ま
し
た
。

　
明
治

十
四
（
一
八
八
一
）
年

の
記
録

に
よ
れ

ば
、
遠
距
離
の
荷
物
輸
送
に
使
用
し
た
高
瀬
船
・

鵜
飼
荷
船
の
保
有
量
は
、
津
屋
村
（
鵜
飼
荷
船
十

四
艘
、
瀬
取
船
五
十
八
艘
）
と
太
田
村
（
五
六
～

一
四
七
石
積
の
高
瀬
船
十
三
艘
、
三
～
五
間
の
鵜

飼
に
船
七
艘
）
に
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
江
戸
時
代
、
太
田
に
は
大
垣
藩
米
蔵
・
蔵
奉
行

役
宅
・
船
問
屋
が
あ
り
、
字
蔵
下
の
船
着
場
か
ら

年
貢
米
の
積
出
し
が
行
わ
れ
、
こ
の
渡
船
場
は
当

地
方
に
お
け
る
揖
斐
川
舟
運
の
中
心
地
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　
つ
ま
り
、
南
濃
町
太
田
は
、
伊
勢
街
道
が
揖
斐

川
右
岸
脇
に
形
成
さ
れ
た
村
内
を
通
行
し
、
大
垣

藩
の
米
蔵
か
ら
積
み
出
す
年
貢
米
や
「
河
戸
石
」

の
船
着
場
で
に
ぎ
わ
う
地
で
し
た
。

（
二
）
太
田
特
殊
堤
の
建
設
経
過

　
南
濃
町
太
田
で
の
木
曽
川
下
流
改
修
（
明
治
改

修
）
工
事
は
、
第
二

期
（
明
治
二
十
九
年

度
～
三
十
二
年
度
）

か
ら
第
三
期
（
明
治

三
十
三
年
度
～
三
十

八
年
度
）
に
か
け
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
つ
ま
り
、
川
幅
の

拡
幅
の
た
め
に
、
①

揖

斐

川

右

岸

の

太

田
・
田
鶴
間
の
浚
渫
と
築
堤
工
事
を
行
う
と
共

に
、
福
岡
・
安
田
間
に
か
け
て
左
岸
高
須
輪
中
を

開
削
し
て
新
河
道
を
設
け
、
②
高
柳
・
福
岡
間
（
津

谷
川
合
流
点
）
で
旧
揖
斐
川
右
岸
側
を
締
切
り
、

旧
揖
斐
川
右
岸
堤
を
新
揖
斐
川
と
佐
屋
川
の
背
割

り
堤
と
し
、
津
谷
川
を
三
・
五
㎞
下
流
の
山
崎
で

揖
斐
川
と
合
流
さ
せ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
に
策
定

さ
れ
た
「
木
曽
川
下
流
改
修
増
補
計
画
」
に
従
い
、

ほ
ぼ
無
堤
地
で
あ
っ
た
山
崎
谷
か
ら
太
田
間
に
胸

壁
（
特
殊
堤
）
を
設
け
、
山
崎
谷
か
ら
般
若
谷
ま

で
に
新
堤
を
築
く
こ
と
と
し
、
さ
ら
に
伊
勢
湾
台

風
後
の
工
事
と
し
て
、
昭
和
三
十
四
年
九
月
か
ら

昭
和
三
十
八
年
二
月
ま
で
特
殊
堤
の
補
強
工
事
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

四

－

三
．
長
良
川
の
特
殊
堤
（
畳
堤
防
）

　
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
に
上
流
改
修
（
大
正

改
修
）
工
事
が
着
手
と
な
り
、
長
良
川
筋
の
改
修

で
は
、
長
良
橋
下
流
付
近
で
分
派
し
て
い
る
古
川

と
古
古
川
を
締
切
り
、
旧
長
良
川
（
井
川
）
を
拡

幅
す
る
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
忠
節
か
ら
金
華
山
付
近
ま
で
の
長
良
川
左
岸
側

は
信
長
の
時
代
か
ら
の
惣そ

う

構
か
ま
え

（
総
構
）
注
　

堤
間
近

ま
で
人
家
が
押
し
寄
せ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
こ
の
区
間
の
拡
幅
工
事
（
引
堤
）
は
主
に
右

岸
側
で
行
わ
れ
、
川
幅
は
、
忠
節
橋
の
所
で
一
七

三
ｍ
を
二
六
六
ｍ
に
、
金
華
橋
の
所
で
二
二
〇
ｍ

を
三
〇
二
ｍ
程
の
引
堤
が
な
さ
れ
、
左
岸
側
は
特

殊
堤
で
対
応
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
定
敷
幅
は
二

十

四
ｍ
（
八
〇
尺
）
を

五

十

五
ｍ
に
、
堤

防

高

を

六
ｍ
か

ら

九
ｍ
に
、
馬

踏

を

約

四
・
五
ｍ
（
一

五

尺
）
を
七
ｍ
と
し
ま
し
た
。

注
）
惣
構
（
総
構
）
：
岐
阜
公
園
北
端
の
金
華
山
ト
ン

ネ
ル
が
通
っ
て
い
る
丸
山
下
か
ら
忠
節
村
口
ま

で
九
町
（
約
九
八
〇
ｍ
）
余
り
と
川
水
を
引
い

た
堀
（
幅
五
～
九
間
）
を
信
長
が
作
っ
た
。

　
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
一
月
に
古
川
と
古
古

川
の
締
切
に
着
手
、
同
十
四
年
八
月
に
締
切
築
堤

が
竣
工
し
ま
し
た
。
な
お
、
締
切
部
の
築
堤
断
面

は
、
馬

踏

十
ｍ
、

裏
小
段
四
十
ｍ
で

し
た
。

　
昭
和
八
（
一
九

三
三
）
年
か
ら
七

年
間
行
わ
れ
た
岐

阜
市
忠
節
橋
か
ら

上
流
の
長
良
橋
に

至
る
長
良
川
左
岸

沿
い
約
二
・
四
㎞

に
築
く
特
殊
堤
の
築
堤
工
事
の
う
ち
、
忠
節
橋
か

ら
金
華
橋
ま
で
の
約
一
・
二
㎞
が
洪
水
時
に
欄
干

に
畳
を
入
れ
る
畳
堤
防
で
す
。

　
特
殊
堤
の
川
表
（
堤
防
の
川
側
）
は
練
積
玉
石

張
で
、
畳
堤
防
の
欄
干
の
高
さ
は
道
路
か
ら
一
二

〇
㎝
、
欄
干
の
柱
は
一
七
一
㎝
～
一
七
六
㎝
の
間

隔
に
建
っ
て
い
ま
す
。

　
江
戸
間
の
畳
は

幅
八
八
㎝
、
長
さ

一
七
六
㎝
で
厚
み

は
約
六
㎝
、
京
間

よ
り
も
幅
も
長
さ

も
短
く
な
っ
て
い

ま
す
。
柱
の
間
隔

が
江
戸
間
の
長
さ

よ
り
五
㎝
ほ
ど
短

い
部
分
も
あ
り
ま

す
が
、
畳
が
柱
と

密
着
し
て
水
漏
れ

が
な
い
よ
う
に
施
工
し
た
と
考
え
れ
ば
、
岐
阜
市

の
畳
堤
防
は
江
戸
間
の
畳
を
対
象
と
し
た
堤
防
で

す
。

　
な
お
、
長
良
川
の
「
畳
堤
防
」
は
、
宮
崎
県
延

岡
市
の
五
ヶ
瀬
川
と
大
瀬
川
に
昭
和
十
（
一
九
三

五
）
年
に
造
ら
れ
た
江
戸
間
の
「
畳
堤
防
」
を
参

考
に
造
ら
れ
、
さ
ら
に
昭
和
二
十
五
年
か
ら
昭
和

三
十
年
頃
ま
で
に
、
長
良
川
の
畳
堤
防
に
部
分
的

に
改
良
を
加
え
た
「
畳
堤
防
」
が
兵
庫
県
龍
野
市

の
揖
保
川
に
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
畳
堤

防
は
全
国
に
三
ヵ
所
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

五
．
お
わ
り
に

　
貴
人
や
大
名
が
渡
河
し
た
起
宿
、
舟
運
の
拠
点

と
し
て
栄
え
た
南
濃
町
太
田
、
さ
ら
に
長
良
川
の

舟
運
を
管
理
し
た
長
良
川
役
所
下
流
の
惣
構
等
に

よ
る
忠
節
・
長
良
橋
間
は
、
長
き
に
わ
た
る
多
く

の
歴
史
を
踏
ま
え
て
、
特
殊
堤
が
造
ら
れ
地
域
を

守
っ
て
い
ま
す
。
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起宿での月別使用船数
< 出典：『尾西市史　通史編　上巻』>

　
寛か

ん

永え
い

二
十
（
一
六
四
三
）
年
以
降
、
荷
物
一
駄

に
つ
き
八
文
、
人
四
文
、
さ
わ
た
り
八
文
で
、
増

水
時
に
も
値
段
は
同
じ
で
し
た
。
そ
の
後
の
物
価

上
昇
で
、
天
保
十
四
（
一
八
四
三
）
年
に
は
一
人

六
文
、
馬
一
匹
八
文
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
渡
船

場
周
辺

の
村
は
、
毎
年

一
定
の

米
・
麦
・
銭
を
村
ご
と
に
ま
と
め
て
支
払
っ
て
い

木曽川右岸の正木町大浦の金比羅神社

元禄 15（1702）年起宿絵図
<出典：『尾西市史　村絵図編』>起の特殊堤

起特殊堤補強工事断面図
<出典：『木曽三川治水百年のあゆみ』>

昭和７年頃の太田渡船場
<出典：『南濃町史』>

鵜飼舟
<出典：『近世における揖斐・長良・木曽川の舟運について』>

明治 17（1884）年の地籍図の模写
<出典：『尾西市史　通史編　上巻』>

馬渡船
<出典：『近世日本の川船研究　上巻』>

木曽三川の舟運と渡し　第三編

起宿と特殊堤

歴史記録歴史記録

　
起
宿
は
、
二
〇
〇
三
年
冬
号
（
第
四
十
五
号
）
の
歴

史
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
と
林
　
順
子
　
氏
の
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｋ
＆
Ｔ

Ａ
Ｌ
Ｋ
で
、
船
橋
を
渡
る
朝
鮮
通
信
使
や
象
の
渡
河
さ

ら
に
渡
河
す
る
大
名
と
馬
船
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
述

べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
編
で
は
、
起
宿
の
三
つ
の
渡
船
場
と
大
名
の
渡
船

に
触
れ
た
後
、
町
屋
が
川
岸
近
く
に
迫
っ
た
起
、
岐
阜

市
の
忠
節
・
長
良
橋
間
、
さ
ら
に
揖
斐
川
の
南
濃
町
太

田
に
お
け
る
特
殊
堤
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

尾
張
名
所
図
会
『
起
の
渡
し
』

提供：一宮市尾西歴史民俗資料館蔵提供：一宮市尾西歴史民俗資料館蔵
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積
出
さ
れ
、
ま
た
上
野
河こ

う

戸
　

ず
　

・
山
崎
・
安
江
な
ど

か
ら
切
り
出
さ
れ
た
石
（
「
青
石
」
「
河
戸
石
」
）

が
揖
斐
川
を
舟
で
運
ば
れ
ま
し
た
。

　
明
治

十
四
（
一
八
八
一
）
年

の
記
録

に
よ
れ

ば
、
遠
距
離
の
荷
物
輸
送
に
使
用
し
た
高
瀬
船
・

鵜
飼
荷
船
の
保
有
量
は
、
津
屋
村
（
鵜
飼
荷
船
十

四
艘
、
瀬
取
船
五
十
八
艘
）
と
太
田
村
（
五
六
～

一
四
七
石
積
の
高
瀬
船
十
三
艘
、
三
～
五
間
の
鵜

飼
に
船
七
艘
）
に
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
江
戸
時
代
、
太
田
に
は
大
垣
藩
米
蔵
・
蔵
奉
行

役
宅
・
船
問
屋
が
あ
り
、
字
蔵
下
の
船
着
場
か
ら

年
貢
米
の
積
出
し
が
行
わ
れ
、
こ
の
渡
船
場
は
当

地
方
に
お
け
る
揖
斐
川
舟
運
の
中
心
地
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　
つ
ま
り
、
南
濃
町
太
田
は
、
伊
勢
街
道
が
揖
斐

川
右
岸
脇
に
形
成
さ
れ
た
村
内
を
通
行
し
、
大
垣

藩
の
米
蔵
か
ら
積
み
出
す
年
貢
米
や
「
河
戸
石
」

の
船
着
場
で
に
ぎ
わ
う
地
で
し
た
。

（
二
）
太
田
特
殊
堤
の
建
設
経
過

　
南
濃
町
太
田
で
の
木
曽
川
下
流
改
修
（
明
治
改

修
）
工
事
は
、
第
二

期
（
明
治
二
十
九
年

度
～
三
十
二
年
度
）

か
ら
第
三
期
（
明
治

三
十
三
年
度
～
三
十

八
年
度
）
に
か
け
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
つ
ま
り
、
川
幅
の

拡
幅
の
た
め
に
、
①

揖

斐

川

右

岸

の

太

田
・
田
鶴
間
の
浚
渫
と
築
堤
工
事
を
行
う
と
共

に
、
福
岡
・
安
田
間
に
か
け
て
左
岸
高
須
輪
中
を

開
削
し
て
新
河
道
を
設
け
、
②
高
柳
・
福
岡
間
（
津

谷
川
合
流
点
）
で
旧
揖
斐
川
右
岸
側
を
締
切
り
、

旧
揖
斐
川
右
岸
堤
を
新
揖
斐
川
と
佐
屋
川
の
背
割

り
堤
と
し
、
津
谷
川
を
三
・
五
㎞
下
流
の
山
崎
で

揖
斐
川
と
合
流
さ
せ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
に
策
定

さ
れ
た
「
木
曽
川
下
流
改
修
増
補
計
画
」
に
従
い
、

ほ
ぼ
無
堤
地
で
あ
っ
た
山
崎
谷
か
ら
太
田
間
に
胸

壁
（
特
殊
堤
）
を
設
け
、
山
崎
谷
か
ら
般
若
谷
ま

で
に
新
堤
を
築
く
こ
と
と
し
、
さ
ら
に
伊
勢
湾
台

風
後
の
工
事
と
し
て
、
昭
和
三
十
四
年
九
月
か
ら

昭
和
三
十
八
年
二
月
ま
で
特
殊
堤
の
補
強
工
事
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

四

－

三
．
長
良
川
の
特
殊
堤
（
畳
堤
防
）

　
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
に
上
流
改
修
（
大
正

改
修
）
工
事
が
着
手
と
な
り
、
長
良
川
筋
の
改
修

で
は
、
長
良
橋
下
流
付
近
で
分
派
し
て
い
る
古
川

と
古
古
川
を
締
切
り
、
旧
長
良
川
（
井
川
）
を
拡

幅
す
る
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
忠
節
か
ら
金
華
山
付
近
ま
で
の
長
良
川
左
岸
側

は
信
長
の
時
代
か
ら
の
惣そ

う

構
か
ま
え

（
総
構
）
注
　

堤
間
近

ま
で
人
家
が
押
し
寄
せ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
こ
の
区
間
の
拡
幅
工
事
（
引
堤
）
は
主
に
右

岸
側
で
行
わ
れ
、
川
幅
は
、
忠
節
橋
の
所
で
一
七

三
ｍ
を
二
六
六
ｍ
に
、
金
華
橋
の
所
で
二
二
〇
ｍ

を
三
〇
二
ｍ
程
の
引
堤
が
な
さ
れ
、
左
岸
側
は
特

殊
堤
で
対
応
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
定
敷
幅
は
二

十

四
ｍ
（
八
〇
尺
）
を

五

十

五
ｍ
に
、
堤

防

高

を

六
ｍ
か

ら

九
ｍ
に
、
馬

踏

を

約

四
・
五
ｍ
（
一

五

尺
）
を
七
ｍ
と
し
ま
し
た
。

注
）
惣
構
（
総
構
）
：
岐
阜
公
園
北
端
の
金
華
山
ト
ン

ネ
ル
が
通
っ
て
い
る
丸
山
下
か
ら
忠
節
村
口
ま

で
九
町
（
約
九
八
〇
ｍ
）
余
り
と
川
水
を
引
い

た
堀
（
幅
五
～
九
間
）
を
信
長
が
作
っ
た
。

　
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
一
月
に
古
川
と
古
古

川
の
締
切
に
着
手
、
同
十
四
年
八
月
に
締
切
築
堤

が
竣
工
し
ま
し
た
。
な
お
、
締
切
部
の
築
堤
断
面

は
、
馬

踏

十
ｍ
、

裏
小
段
四
十
ｍ
で

し
た
。

　
昭
和
八
（
一
九

三
三
）
年
か
ら
七

年
間
行
わ
れ
た
岐

阜
市
忠
節
橋
か
ら

上
流
の
長
良
橋
に

至
る
長
良
川
左
岸

沿
い
約
二
・
四
㎞

に
築
く
特
殊
堤
の
築
堤
工
事
の
う
ち
、
忠
節
橋
か

ら
金
華
橋
ま
で
の
約
一
・
二
㎞
が
洪
水
時
に
欄
干

に
畳
を
入
れ
る
畳
堤
防
で
す
。

　
特
殊
堤
の
川
表
（
堤
防
の
川
側
）
は
練
積
玉
石

張
で
、
畳
堤
防
の
欄
干
の
高
さ
は
道
路
か
ら
一
二

〇
㎝
、
欄
干
の
柱
は
一
七
一
㎝
～
一
七
六
㎝
の
間

隔
に
建
っ
て
い
ま
す
。

　
江
戸
間
の
畳
は

幅
八
八
㎝
、
長
さ

一
七
六
㎝
で
厚
み

は
約
六
㎝
、
京
間

よ
り
も
幅
も
長
さ

も
短
く
な
っ
て
い

ま
す
。
柱
の
間
隔

が
江
戸
間
の
長
さ

よ
り
五
㎝
ほ
ど
短

い
部
分
も
あ
り
ま

す
が
、
畳
が
柱
と

密
着
し
て
水
漏
れ

が
な
い
よ
う
に
施
工
し
た
と
考
え
れ
ば
、
岐
阜
市

の
畳
堤
防
は
江
戸
間
の
畳
を
対
象
と
し
た
堤
防
で

す
。

　
な
お
、
長
良
川
の
「
畳
堤
防
」
は
、
宮
崎
県
延

岡
市
の
五
ヶ
瀬
川
と
大
瀬
川
に
昭
和
十
（
一
九
三

五
）
年
に
造
ら
れ
た
江
戸
間
の
「
畳
堤
防
」
を
参

考
に
造
ら
れ
、
さ
ら
に
昭
和
二
十
五
年
か
ら
昭
和

三
十
年
頃
ま
で
に
、
長
良
川
の
畳
堤
防
に
部
分
的

に
改
良
を
加
え
た
「
畳
堤
防
」
が
兵
庫
県
龍
野
市

の
揖
保
川
に
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
畳
堤

防
は
全
国
に
三
ヵ
所
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

五
．
お
わ
り
に

　
貴
人
や
大
名
が
渡
河
し
た
起
宿
、
舟
運
の
拠
点

と
し
て
栄
え
た
南
濃
町
太
田
、
さ
ら
に
長
良
川
の

舟
運
を
管
理
し
た
長
良
川
役
所
下
流
の
惣
構
等
に

よ
る
忠
節
・
長
良
橋
間
は
、
長
き
に
わ
た
る
多
く

の
歴
史
を
踏
ま
え
て
、
特
殊
堤
が
造
ら
れ
地
域
を

守
っ
て
い
ま
す
。
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町
史
』

　
『
南
濃
町
史
』
　
三
五
六
頁

　
『
南
濃
町
史
』
　
七
〇
一
頁

　
『
木
曽
川
上
流
改
修
工
事
誌
』
　
三
七
頁

　
『
畳
で
街
を
守
る

　
　
「
五
ヶ
瀬
川
の
畳
堤
を
守
る
会
」
』
　
二
〇
〇
三
年

岐
阜
町
　<

出
典
：
『
岐
阜
市
史
史
近
世
』>

３本の長良川
<出典：『わたしたちの岐阜市』>

忠節の特殊堤の横断図
<出典：『木曽三川の治水を語る』>

海津橋下流太田の特殊堤
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明
治
二
十
九
年
風
水
害

　
九
・
一
二
水
害
か
ら
さ
ら
に
八
十
年
遡
っ
た
明

治
二
十
九
（
一
八
九
六
）
年
に
は
、
観
測
史
上
二

番
目
に
多
い
日
降
水
量
注
１

を
記
録
し
た
大
水
害
が

起
き
ま
し
た
。
前
線
の
停
滞
や
台
風
等
に
よ
る
豪

雨
は
、
五
年
前
に
発
生
し
た
濃
尾
地
震
で
疲
弊
し

て
い
た
こ
の
地
域
に
、
未
曽
有
の
風
水
害
を
も
た

ら
し
た
の
で
し
た
。

　
七
月
十
九
日
深
夜
か
ら
二
十
日
朝
に
か
け
激
し

さ
を
増
し
た
暴
風
雨
は
、
二
十
一
日
に
は
揖
斐

川
、
長
良
川
、
大
榑
川
を
満
水
（
一
部
越
水
）
に

し
、
住
民
等
に
よ
る
水
防
活
動
も
難
航
し
て
い
ま

し
た
。
午
後
五
時
三
十
分
頃
海
西
郡
勝
賀
字
梶
池

（
現
海
津
市
平
田
町
勝
賀
）
の
長
良
川
堤
防
が
、

続
い
て
午
後
六
時
頃
、
安
八
郡
今
尾
町
字
鯰
池
付

近
（
同
町
今
尾
）
で
揖
斐
川
堤
防
が
大
き
く
決
壊

し
、
高
須
輪
中
は
一
大
湖
と
化
し
ま
し
た
。
そ
の

ほ
か
津
屋
川
や
山
除
川
等
も
決
壊
し
、
養
老
山
麓

の
地
域
で
も
浸
水
が
広
が
り
ま
し
た
。

　
約
一
カ
月
後
の
八
月
末
に
は
台
風
が
接
近
し
、

復
旧
半
ば
の
被
災
地
は
再
び
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま

し
た
。
そ
し
て
九
月
十
一
日
に
は
さ
ら
に
激
し
く

暴
風
雨
が
吹
き
荒
れ
、
西
南
濃
地
域
は
壊
滅
状
態

と
な
り
ま
し
た
。
浸
水
深
は
最
大
五
メ
ー
ト
ル
超

と
な
り
、
死
者
は
百
五
十
八
名
に
の
ぼ
り
ま
し

た
。

　
当
時
、
海
西
　

下
石
津
郡
（
現
在
の
海
津
市
を
含

む
行
政
区
）
長
で
あ
っ
た
山
下
中
二
は
、
三
十
年

後
の
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
七
月
に
『
明
治

廿
九
年
高
須
輪
中
及
附
近
大
風
水
害
記
』
を
刊
行

し
、
被
災
時
の
惨
状
を
克
明
に
記
録
し
て
い
ま

す
。
同
書
の
最
終
章
で
は
「
将
来
ノ
施
設
ニ
就
テ

ノ
意
見
」
と
題
し
て
、
堤
防
の
修
築
や
護
岸
工
事

の
み
な
ら
ず
、
風
水
害
に
耐
え
う
る
建
築
物
の
整

備
が
急
務
だ
と
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
建

築
物
が
満
た
す
べ
き
七
カ
条
を
提
言
し
て
、
被
災

体
験
か
ら
得
た
教
訓
を
後
世
へ
伝
え
よ
う
と
し
ま

し
た
。

　
な
お
、
市
内
Ｎ
家
で
は
、
流
失
し
た
家
屋
の
再

建
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
水
害
の
状
況
と
、
そ
れ
に

よ
り
土
台
を
一
尺
五
寸
（
約
四
十
五
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
）
高
く
し
た
と
記
し
た
木
片
が
畳
の
下
か
ら

見
つ
か
っ
て
お
り
、
子
孫
へ
の
警
鐘
と
し
た
当
主

の
意
識
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

揖斐川の決壊地点に近い今尾船渡地区の惨状

被災した水屋（海津市海津町）
石垣の上（赤い線あたり）まで
水に浸かったと伝わる 明治29年　水害木片（部分）

提供：河合　孝 氏提供：河合　孝 氏

　
平
成
二
十
八
年
は
、
昭
和
五
十
一
（
一
九
七
六
）
年

九
月
に
安
八
郡
安
八
町
地
内
の
長
良
川
堤
防
が
決
壊
し

た
「
九
・
一
二
安
八
（
長
良
川
）
水
害
」
（
以
下
「
九
・

一
二
水
害
」
と
い
う
）
か
ら
四
十
年
目
に
あ
た
り
ま
す
。

岐
阜
県
及
び
関
係
市
町
で
は
、
パ
ネ
ル
展
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
、
被
災
体
験
を
風
化
さ
せ
ず
、
防
災
意

識
の
向
上
を
促
す
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
稿
で
は
、
高
須
輪
中
最
後
の
大
水
害
と
い
わ
れ
る

明
治
期
の
水
害
と
、
被
災
体
験
者
が
減
り
、
人
々
の

「
記
憶
」
か
ら
歴
史
の
「
記
録
」
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ

る
、
昭
和
前
期
の
長
良
川
堤
防
決
壊
に
つ
い
て
と
り
上

げ
ま
す
。

高須輪中近代水害史抄録
～　昭和51年　安八水害40年・　　　　　　　　

明治29年　大水害120年に寄せて　～

研究資料

『
明
治
二
十
九
年
七
月
　
岐
阜
縣
水
害
概
況
図
』

研究資料

海津市歴史民俗資料館　水谷容子

茶色の部分が浸水した地域を示す茶色の部分が浸水した地域を示す
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え
ま
し
た
。
田
植
え
直
後
の
田
や
畑
四
千
ヘ
ク

タ
ー
ル
以
上
が
水
に
浸
か
り
、
事
態
の
深
刻
さ
が

増
す
中
、
岐
阜
県
初
の
災
害
救
助
法
が
発
令
さ
れ

ま
し
た
。

昭
和
二
十
七
年
ダ
イ
ナ
台
風

　
昭
和
二
十
七
（
一
九
五
二
）
年
六
月
二
十
日
ル

ソ
ン
島
の
東
海
上
で
発
生
し
た
ダ
イ
ナ
台
風
は
、

二
十
三
日
午
後
に
四
国
沖
を
北
東
へ
進
み
、
紀
伊

半
島
南
部
に
上
陸
し
ま
し
た
。
台
風
の
規
模
と
し

て
は
小
さ
か
っ
た
も
の
の
、
石
廊
崎
（
静
岡
県
南

伊
豆
町
）
で
最
大
瞬
間
風
速
四
八
・
六
メ
ー
ト
ル

を
観
測
し
、
二
十
四
日
未
明
ご
ろ
に
は
東
京
付
近

を
通
過
し
て
太
平
洋
上
へ
出
ま
し
た
。

　
梅
雨
期
と
重
な
っ
た
た
め
、
東
海
～
西
日
本
の

各
地
で
大
雨
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
、
海
津
市
域

で
は
、
二
十
四
日
午
前
七
時
、
海
西
村
勝
賀
（
現

平
田
町
勝
賀
）
地
内
の
長
良
川
の
水
位
が
五
・
五

メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
午
前
九
時
三
十
分
頃
堤
防
が

決
壊
し
ま
し
た
。
決
壊
し
た
の
は
長
良
川
右
岸
の

本
堤
防
で
、
約
一
年
前
に
完
成
し
た
ば
か
り
の
農

業
用
水
の
取
水
口
（
揚
水
機
場
）
付
近
で
し
た
。

　
決
壊
の
要
因
と
し
て
、
岐
阜
市
に
お
け
る
前
日

の
降
雨
量
百
四
十
七
ミ
リ
に
加
え
、
取
水
用
の
樋

管
工
事
の
不
備
や
水
防
作
業
の
遅
滞
を
指
摘
す
る

声
も
上
が
り
、
国
・
県
・
町
は
対
応
に
追
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
高
須
輪
中
の
東
北
端
か
ら
の
濁
流

は
、
南
西
方
向
の
低
位
部
へ
向
か
っ
て
進
み
、
深

い
所
で
水
深
約
二
・
五
メ
ー
ト
ル
、
建
物
の
床

上
・
床
下
浸
水
は
三
千
戸
（
非
住
家
含
む
）
を
超

　
県
の
災
害
救
助
隊
や
警
察
、
医
療
機
関
を
は
じ

め
、
近
隣
市
町
村
か
ら
の
応
援
出
動
は
延
べ
二
万

人
を
数
え
、
県
内
外
か
ら
救
援
物
資
が
続
々
と
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
水
稲
の
苗
は
、
東
海
三
県

下
で
実
施
さ
れ
た
集
苗
運
動
に
よ
り
、
平
年
並
み

の
作
付
け
が
確
保
さ
れ
ま
し
た
。

　
明
治
二
十
九
年
以
来
五
十
六
年
ぶ
り
の
水
害

は
、
国
費
を
投
入
し
官
民
一
体
と
な
っ
て
復
旧
工

事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
堤
防
決
壊
か
ら
一
か
月

余
り
で
仮
締
切
工
事
が
竣
工
し
、
二
年
後
の
昭
和

二
十
九
年
十
二
月
末
に
全
て
の
工
事
が
完
成
し

て
、
完
全
復
旧
に
至
り
ま
し
た
。

　
近
年
、
日
本
各
地
で
集
中
豪
雨
や
大
規
模
地
震

な
ど
、
激
甚
災
害
レ
ベ
ル
の
災
害
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
「
数
十
年
に
一
度
」
と
い
っ
た

言
葉
で
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
、
未
体
験
の
現
象
が

突
如
自
分
の
身
に
降
り
か
か
る
可
能
性
も
否
め
ま

せ
ん
。
ま
ず
は
自
分
の
生
活
を
と
り
ま
く
自
然
環

境
や
地
形
条
件
に
つ
い
て
理
解
し
、
過
去
や
他
地

域
の
災
害
に
学
ぶ
こ
と
は
、
防
災
・
減
災
の
第
一

歩
と
い
え
ま
す
。

　
現
在
、
国
立
大
学
法
人
岐
阜
大
学
流
域
圏
科
学

研
究
セ
ン
タ
ー
の
児
島
利
治
准
教
授
の
も
と
、
明

治
の
河
川
改
修
前
後
の
土
地
利
用
の
変
遷
や
、
水

害
危
険
度
等
に
関
す
る
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
一
環
と
し
て
『
明
治
二
十
九
年
七
月
岐

阜
縣
水
害
概
況
図
』
（
海
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館

蔵
）
を
ベ
ー
ス
に
、
当
時
の
地
形
や
流
水
量
の

デ
ー
タ
等
を
解
析
し
た
氾
濫
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
制
作
し
て
い
ま
す
注
２

。
こ
れ
は
、
氾
濫
に
至
る

ま
で
の
主
要
河
川
の
増
水
状
況
を
動
画
で
仮
想
再

現
す
る
も
の
で
、
流
域
を
俯
瞰
す
る
こ
と
で
地
形

の
特
徴
を
捉
え
、
過
去
の
水
害
を
視
覚
的
に
イ

メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
後
さ
ら
に
多

角
的
な
研
究
が
進
み
、
防
災
・
減
災
教
育
に
活
用

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

注
１
　
岐
阜
地
方
気
象
台
観
測
デ
ー
タ
（
気
象

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
に
よ
る

注
２
　
平
成
二
十
八
年
度
同
セ
ン
タ
ー
共
同
研

究
補
助
費
及
び
岐
阜
大
学
活
性
化
経
費

〔
地
域
連
携
〕
助
成
対
象
事
業

■
参
考
文
献

　
『
海
津
町
史
　

通
史
編
　

下
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
四
年
　
海
津
町

　
『
水
魔
の
恐
怖

　
　

今
尾
中
学
校
生
徒
　

今
尾
小
学
校
児
童
　

作
文
集
』

　
　
　
一
九
五
二
年
　
海
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵

　
『
特
集
と
年
表
で
つ
づ
る

　
　
　

　
ひ
だ
み
の
の
災
害
　

岐
阜
県
災
害
史
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
八
年
　
岐
阜
県

　
『
平
田
町
史
　

通
史
編
　

下
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
六
四
年
　
平
田
町

　
『
明
治
廿
九
年
　

高
須
輪
中
及
附
近
大
風
水
害
記
』

　
　
　
　
　
　
　〔
復
刻
版
〕　
一
九
九
六
年
　
海
津
町

　
『
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
』

　
　http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/

ダイナ台風の経路図
<気象庁ホームページより >

昭和27年6月24日付　中部日本新聞号外

昭和27年6月24日　長良川洪水流路と到着時刻
<出典：海津町史 >

避難する人や家財道具でごった返す堤防上
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島
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金
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油
島

古
中
島

駒
ヶ
江

松
木

西
島

高
田

田
中

鹿
野

今
尾

平
原

萱
野

柳
港

五
丁

深
浜

本
阿
弥

安
田

帆
引

万
寿

沼

西
小
島

高
須

福
岡

須
脇

羽

安

八

郡

知

県

大

大

江

川

榑
川

25日
前5：00

25日
前5：00

25日
前7：00

24日
 9：30

后4：30

后4：00

后1：30

后6：00

11：30

12：00

大江川閘門
25日12：30開門

　
　

大
水
い
り今

尾
小
学
校
三
年
　
児
童
　

　
ヂ
ャ
ン
ヂ
ャ
ン
と
な
る
か（

鐘

ね）
　

、
ブ
ー
ブ
ー

な
る
サ
イ
レ
ン
、
か（

勝

つ賀
）

が
の
て（

堤

い防
）

ぼ
う
が　

（

き切
）

れ
た
。
大
水
に
な
る
と
み
ん
な
が
大
そ（

騒

う動
）

ど

う
で
す
。
わ
た
く
し
も
重
い
に（

荷

も物
）

つ
を
二　

（

か階
）

い
や
く（

蔵

ら）
　

に
は（

運

こ）
　

び
ま
し
た
。
家
ぢ（

中

ゅ）
　

う
が

ら
が
ら
に
し
て
ホ
ッ
と
し
て
も
水
は
き
ま
せ

ん
。
あ
ん
し
ん
し
て
お
と
う
さ
ん
と
町
は
ず

れ
へ
い
っ
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
平
原
、

高
田
、
三
ご（

郷

う）
　

、
土
く（

倉

ら）
　

と
ど
こ
を
み
て
も

海
の
よ
う
で
ど（

泥

ろ）
　

ん
水
で
一
ぱ
い
で
す
。
わ

た
く
し
は
お
そ
ろ
し
く
な
っ
て
か
ら
だ
が
ブ

ル
ブ
ル
ふ
る
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
ば（

晩

ん）
　

前

の
や（

八

お百
）

屋
さ
ん
の
子
も
い
っ
し
ょ
に
う
ち
の

二
か
い
で
ね
ま
し
た
。
学
校
へ
も
い
か
れ
ま

せ
ん
道
を
通
る
人
も
う
ち
へ
み
え
る
お
き
ゃ

く
さ
ん
も
「
こ
ま
っ
た
こ
ま
っ
た
」
と
し
ん

ぱ
い
そ
う
で
す
。
ハ
イ
ヤ
ー
や
、
ト
ラ
ッ
ク

は
、
し（

消

ょ防
）

う
ぼ
う
の
人
を
の
せ
た
り
な（

苗

え）
　

を

つ
ん
で
走
り
ま
し
た
。
時
々
ほ（

保

け健
所

ん）
　

じ
ょ
う

の
人
が
で（

伝

ん染
病

せ）
　

ん
び
ょ
う
に
か
か
ら
な
い
よ

う
に
と
い
っ
て
い
き
ま
す
。
雨
は
時
々
ふ
る

し
、
わ
た
く
し
は
大
水
は
こ
り
ご
り
し
ま
し

た
。
早
く
田
の
中
の
水
が
ひ
い
て
か
ら
り
と

晴
（
は

たれ
）

よ
い
天
気
が
来
る
と
よ
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

（
学
年
は
昭
和
二
十
七
年
当
時
）

（
カ
ッ
コ
内
は
筆
者
注
）

　
　

五
十
六
年
目
の
珍
事

今
尾
中
学
校
二
年
　
生
徒
　

　
「
勝
賀
の
堤
が
決
壊
し
た
。
」
先
生
の
言
葉

が
終
る
の
も
ま
た
ず
、
グ
ル
ー
プ
を
作
っ

て
、
ワ
ッ
と
校
門
を
流
れ
出
た
。
先
を
あ
ら

そ
っ
て
、
家
に
た
ど
り
つ
い
た
も
の
の
、
何

を
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
さ
え
わ
か
ら
ず
、

た
ゝ
う
ろ
つ
く
ば
か
り
。
決
壊
と
聞
い
て
、

祖
母
も
母
も
顔
を
く
も
ら
せ
た
。
一
度
、
水

害
に
合
っ
た
事
の
あ
る
祖
母
の
さ
し
ず
で
、

少
し
ず
つ
、
庭
の
麦
等
を
か（

片

た付
け

つ）
　

け
か
け
た
。

姉
と
二
人
何
か
情
報
を
聞
こ
う
と
し
て
家
を

出
た
。
牛
を
つ
れ
た
り
、
お
米
の
俵
を
車
に

の
せ
た
り
、
家
具
を
リ
ヤ
カ
ー
で
引
っ
ぱ
っ

て
い
る
避
難
民
の
群
が
、
堤
へ
堤
へ
と
続
い

て
い
た
。
決
壊
の
直
前
、
現
場
に
い
た
と
云

う
村
人
の
話
に
よ
る
と
、
「
用
水
の
取
り
入

れ
口
の
土
管
を
く
ぐ
っ
て
、
こ
ち
ら
へ
、
直

径
十
米
程
の
深
井
戸
の
よ
う
に
、
す
ご
い
水

け
む
り
を
上
げ
て
「
ボ
コ
ッ
」
「
ボ
コ
ッ
」

と
盛
上
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
ひ
ど
く
な
る
に

つ
れ
て
、
周
囲
に
打
っ
て
あ
る
太
い
く
い
の

柵
が
ぬ
け
て
空
中
に
と
び
上
り
、
土
が
く
ず

れ
、
水
が
押
し
流
し
て
き
た
。
現
場
に
い
た

人
々
は
、
一
人
残
ら
ず
逃
げ
て
し
ま
っ
て
、

あ
と
に
は
猫
の
子
一
匹
い
な
か
っ
た
。
」
と

そ
の
時
の
す
ご
い
様
子
を
語
ら
れ
た
。
背
す

じ
が
冷

た
く
な
り
、
思
わ
ず
身
ぶ
る
い
し

た
。
そ
し
て
「
須
脇
へ
水
が
来
る
の
は
夕
方

だ
ろ
う
。
ゆ
っ
く
り
な
さ
い
。
田
畑
に
水
が

つ
く
程
度
で
、
家
に
は
つ
く
心
配
な
い
か

ら
。
」
と
云
っ
て
下
さ
っ
た
の
で
、
安
心
し

て
家
に
帰
り
、
昼
食
を
す
ま
し
一
休
み
し
て

い

る

と
、
突

然
「
ゴ
ー

ッ
、
ゴ
ー

ッ
。
」
と

云
う
飛
行
機
の
爆
音
の
様
な
す
さ
ま
じ
い
音

に
驚
い
て
、
裏
に
出
た
と
た
ん
気
が
遠
く
な

り
そ
う
に
な
っ
た
。
赤
黒
い
土
水
が
狂
い

立
っ
た
よ
う
に
、
波
頭
を
た
て
て
せ
め
よ
っ

て
く
る
。
そ
の
あ
り
さ
ま
は
、
ま
る
で
世
の

も
の
全
部
を
ま
る
の
み
す
る
か
の
よ
う
に
も

思
え
た
。
又
、
用
水
の
所
で
一
段
、
だ
ん
の

つ
い
て
い
る
所
で
は
、
た
き
の
ご
と
く
流
れ

落
ち
て
い
た
。
見
て
い
る
間
に
十
㎝
、
二
十

㎝
、
ぐ
ん
ぐ
ん
水
は
増
す
ば
か
り
。
家
へ
帰

る
も
も
ど
か
し
く
、
家
の
中
の
も
の
の
片
つ（

付

けけ
）

に
大
童
わ
。
麦
を
俵
や
か（

叺

ま）
　

す
に
入
れ
、

そ
れ
を
全
部
床
の
上
に
上
げ
た
。
皆
女
の
力

だ
け
で…

。
よ
く
こ
れ
だ
け
の
力
が
出
た
と

思
う
く
ら
い
馬
鹿
力
が
出
た
。
「
水
が
ち
ょ
っ

と
お
さ
ま
っ
た
。
」
と
い
う
情
報
に
、
水
を

見
に
出
て
見
る
と
、
あ
た
り
一
面
汚
海
。
も

う
す
こ
し
で
、
裏
の
家
の
庭
に
入
ろ
う
と
し

て
い
る
。
堤
に
は
、
水
に
つ
か
っ
た（

村

部落
・

落地
区

のの
意

避）
　

難
民
の
群
、
荷
物
。
・
・
・

－（
以
下
省
略
）

－

（
学
年
は
昭
和
二
十
七
年
当
時
）

（
カ
ッ
コ
内
は
筆
者
注
、
ま
た
明
ら
か
な
誤
字
は
訂
正
し
た
）

い
ず
れ
も
　
作
文
集
『
水
魔
の
恐
怖
』
よ
り

昭
和
27
年
７
月
１
日
発
行
　
『
岐
阜
縣
時
報
』<

岐
阜
県
弘
報
課>

全
４
面
の
う
ち
、
１
～
２
面
を
長
良
川
決
壊
記
事
に
充
て
て
い
る
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え
ま
し
た
。
田
植
え
直
後
の
田
や
畑
四
千
ヘ
ク

タ
ー
ル
以
上
が
水
に
浸
か
り
、
事
態
の
深
刻
さ
が

増
す
中
、
岐
阜
県
初
の
災
害
救
助
法
が
発
令
さ
れ

ま
し
た
。

昭
和
二
十
七
年
ダ
イ
ナ
台
風

　
昭
和
二
十
七
（
一
九
五
二
）
年
六
月
二
十
日
ル

ソ
ン
島
の
東
海
上
で
発
生
し
た
ダ
イ
ナ
台
風
は
、

二
十
三
日
午
後
に
四
国
沖
を
北
東
へ
進
み
、
紀
伊

半
島
南
部
に
上
陸
し
ま
し
た
。
台
風
の
規
模
と
し

て
は
小
さ
か
っ
た
も
の
の
、
石
廊
崎
（
静
岡
県
南

伊
豆
町
）
で
最
大
瞬
間
風
速
四
八
・
六
メ
ー
ト
ル

を
観
測
し
、
二
十
四
日
未
明
ご
ろ
に
は
東
京
付
近

を
通
過
し
て
太
平
洋
上
へ
出
ま
し
た
。

　
梅
雨
期
と
重
な
っ
た
た
め
、
東
海
～
西
日
本
の

各
地
で
大
雨
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
、
海
津
市
域

で
は
、
二
十
四
日
午
前
七
時
、
海
西
村
勝
賀
（
現

平
田
町
勝
賀
）
地
内
の
長
良
川
の
水
位
が
五
・
五

メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
午
前
九
時
三
十
分
頃
堤
防
が

決
壊
し
ま
し
た
。
決
壊
し
た
の
は
長
良
川
右
岸
の

本
堤
防
で
、
約
一
年
前
に
完
成
し
た
ば
か
り
の
農

業
用
水
の
取
水
口
（
揚
水
機
場
）
付
近
で
し
た
。

　
決
壊
の
要
因
と
し
て
、
岐
阜
市
に
お
け
る
前
日

の
降
雨
量
百
四
十
七
ミ
リ
に
加
え
、
取
水
用
の
樋

管
工
事
の
不
備
や
水
防
作
業
の
遅
滞
を
指
摘
す
る

声
も
上
が
り
、
国
・
県
・
町
は
対
応
に
追
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
高
須
輪
中
の
東
北
端
か
ら
の
濁
流

は
、
南
西
方
向
の
低
位
部
へ
向
か
っ
て
進
み
、
深

い
所
で
水
深
約
二
・
五
メ
ー
ト
ル
、
建
物
の
床

上
・
床
下
浸
水
は
三
千
戸
（
非
住
家
含
む
）
を
超

　
県
の
災
害
救
助
隊
や
警
察
、
医
療
機
関
を
は
じ

め
、
近
隣
市
町
村
か
ら
の
応
援
出
動
は
延
べ
二
万

人
を
数
え
、
県
内
外
か
ら
救
援
物
資
が
続
々
と
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
水
稲
の
苗
は
、
東
海
三
県

下
で
実
施
さ
れ
た
集
苗
運
動
に
よ
り
、
平
年
並
み

の
作
付
け
が
確
保
さ
れ
ま
し
た
。

　
明
治
二
十
九
年
以
来
五
十
六
年
ぶ
り
の
水
害

は
、
国
費
を
投
入
し
官
民
一
体
と
な
っ
て
復
旧
工

事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
堤
防
決
壊
か
ら
一
か
月

余
り
で
仮
締
切
工
事
が
竣
工
し
、
二
年
後
の
昭
和

二
十
九
年
十
二
月
末
に
全
て
の
工
事
が
完
成
し

て
、
完
全
復
旧
に
至
り
ま
し
た
。

　
近
年
、
日
本
各
地
で
集
中
豪
雨
や
大
規
模
地
震

な
ど
、
激
甚
災
害
レ
ベ
ル
の
災
害
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
「
数
十
年
に
一
度
」
と
い
っ
た

言
葉
で
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
、
未
体
験
の
現
象
が

突
如
自
分
の
身
に
降
り
か
か
る
可
能
性
も
否
め
ま

せ
ん
。
ま
ず
は
自
分
の
生
活
を
と
り
ま
く
自
然
環

境
や
地
形
条
件
に
つ
い
て
理
解
し
、
過
去
や
他
地

域
の
災
害
に
学
ぶ
こ
と
は
、
防
災
・
減
災
の
第
一

歩
と
い
え
ま
す
。

　
現
在
、
国
立
大
学
法
人
岐
阜
大
学
流
域
圏
科
学

研
究
セ
ン
タ
ー
の
児
島
利
治
准
教
授
の
も
と
、
明

治
の
河
川
改
修
前
後
の
土
地
利
用
の
変
遷
や
、
水

害
危
険
度
等
に
関
す
る
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
一
環
と
し
て
『
明
治
二
十
九
年
七
月
岐

阜
縣
水
害
概
況
図
』
（
海
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館

蔵
）
を
ベ
ー
ス
に
、
当
時
の
地
形
や
流
水
量
の

デ
ー
タ
等
を
解
析
し
た
氾
濫
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
制
作
し
て
い
ま
す
注
２

。
こ
れ
は
、
氾
濫
に
至
る

ま
で
の
主
要
河
川
の
増
水
状
況
を
動
画
で
仮
想
再

現
す
る
も
の
で
、
流
域
を
俯
瞰
す
る
こ
と
で
地
形

の
特
徴
を
捉
え
、
過
去
の
水
害
を
視
覚
的
に
イ

メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
後
さ
ら
に
多

角
的
な
研
究
が
進
み
、
防
災
・
減
災
教
育
に
活
用

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

注
１
　
岐
阜
地
方
気
象
台
観
測
デ
ー
タ
（
気
象

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
に
よ
る

注
２
　
平
成
二
十
八
年
度
同
セ
ン
タ
ー
共
同
研

究
補
助
費
及
び
岐
阜
大
学
活
性
化
経
費

〔
地
域
連
携
〕
助
成
対
象
事
業

■
参
考
文
献

　
『
海
津
町
史
　

通
史
編
　

下
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
四
年
　
海
津
町

　
『
水
魔
の
恐
怖

　
　

今
尾
中
学
校
生
徒
　

今
尾
小
学
校
児
童
　

作
文
集
』

　
　
　
一
九
五
二
年
　
海
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵

　
『
特
集
と
年
表
で
つ
づ
る

　
　
　

　
ひ
だ
み
の
の
災
害
　

岐
阜
県
災
害
史
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
八
年
　
岐
阜
県

　
『
平
田
町
史
　

通
史
編
　

下
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
六
四
年
　
平
田
町

　
『
明
治
廿
九
年
　

高
須
輪
中
及
附
近
大
風
水
害
記
』

　
　
　
　
　
　
　〔
復
刻
版
〕　
一
九
九
六
年
　
海
津
町

　
『
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
』

　
　http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/

ダイナ台風の経路図
<気象庁ホームページより >

昭和27年6月24日付　中部日本新聞号外

昭和27年6月24日　長良川洪水流路と到着時刻
<出典：海津町史 >

避難する人や家財道具でごった返す堤防上
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島
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平
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萱
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五
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深
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阿
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安
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福
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25日
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25日
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后4：30

后4：00

后1：30
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11：30
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大江川閘門
25日12：30開門

　
　

大
水
い
り今

尾
小
学
校
三
年
　
児
童
　

　
ヂ
ャ
ン
ヂ
ャ
ン
と
な
る
か（

鐘

ね）
　

、
ブ
ー
ブ
ー

な
る
サ
イ
レ
ン
、
か（

勝

つ賀
）

が
の
て（

堤

い防
）

ぼ
う
が　

（

き切
）

れ
た
。
大
水
に
な
る
と
み
ん
な
が
大
そ（

騒

う動
）

ど

う
で
す
。
わ
た
く
し
も
重
い
に（

荷

も物
）

つ
を
二　

（

か階
）

い
や
く（

蔵

ら）
　

に
は（

運

こ）
　

び
ま
し
た
。
家
ぢ（

中

ゅ）
　

う
が

ら
が
ら
に
し
て
ホ
ッ
と
し
て
も
水
は
き
ま
せ

ん
。
あ
ん
し
ん
し
て
お
と
う
さ
ん
と
町
は
ず

れ
へ
い
っ
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
平
原
、

高
田
、
三
ご（

郷

う）
　

、
土
く（

倉

ら）
　

と
ど
こ
を
み
て
も

海
の
よ
う
で
ど（

泥

ろ）
　

ん
水
で
一
ぱ
い
で
す
。
わ

た
く
し
は
お
そ
ろ
し
く
な
っ
て
か
ら
だ
が
ブ

ル
ブ
ル
ふ
る
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
ば（

晩

ん）
　

前

の
や（

八

お百
）

屋
さ
ん
の
子
も
い
っ
し
ょ
に
う
ち
の

二
か
い
で
ね
ま
し
た
。
学
校
へ
も
い
か
れ
ま

せ
ん
道
を
通
る
人
も
う
ち
へ
み
え
る
お
き
ゃ

く
さ
ん
も
「
こ
ま
っ
た
こ
ま
っ
た
」
と
し
ん

ぱ
い
そ
う
で
す
。
ハ
イ
ヤ
ー
や
、
ト
ラ
ッ
ク

は
、
し（

消

ょ防
）

う
ぼ
う
の
人
を
の
せ
た
り
な（

苗

え）
　

を

つ
ん
で
走
り
ま
し
た
。
時
々
ほ（

保

け健
所

ん）
　

じ
ょ
う

の
人
が
で（

伝

ん染
病

せ）
　

ん
び
ょ
う
に
か
か
ら
な
い
よ

う
に
と
い
っ
て
い
き
ま
す
。
雨
は
時
々
ふ
る

し
、
わ
た
く
し
は
大
水
は
こ
り
ご
り
し
ま
し

た
。
早
く
田
の
中
の
水
が
ひ
い
て
か
ら
り
と

晴
（
は

たれ
）

よ
い
天
気
が
来
る
と
よ
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

（
学
年
は
昭
和
二
十
七
年
当
時
）

（
カ
ッ
コ
内
は
筆
者
注
）

　
　

五
十
六
年
目
の
珍
事

今
尾
中
学
校
二
年
　
生
徒
　

　
「
勝
賀
の
堤
が
決
壊
し
た
。
」
先
生
の
言
葉

が
終
る
の
も
ま
た
ず
、
グ
ル
ー
プ
を
作
っ

て
、
ワ
ッ
と
校
門
を
流
れ
出
た
。
先
を
あ
ら

そ
っ
て
、
家
に
た
ど
り
つ
い
た
も
の
の
、
何

を
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
さ
え
わ
か
ら
ず
、

た
ゝ
う
ろ
つ
く
ば
か
り
。
決
壊
と
聞
い
て
、

祖
母
も
母
も
顔
を
く
も
ら
せ
た
。
一
度
、
水

害
に
合
っ
た
事
の
あ
る
祖
母
の
さ
し
ず
で
、

少
し
ず
つ
、
庭
の
麦
等
を
か（

片

た付
け

つ）
　

け
か
け
た
。

姉
と
二
人
何
か
情
報
を
聞
こ
う
と
し
て
家
を

出
た
。
牛
を
つ
れ
た
り
、
お
米
の
俵
を
車
に

の
せ
た
り
、
家
具
を
リ
ヤ
カ
ー
で
引
っ
ぱ
っ

て
い
る
避
難
民
の
群
が
、
堤
へ
堤
へ
と
続
い

て
い
た
。
決
壊
の
直
前
、
現
場
に
い
た
と
云

う
村
人
の
話
に
よ
る
と
、
「
用
水
の
取
り
入

れ
口
の
土
管
を
く
ぐ
っ
て
、
こ
ち
ら
へ
、
直

径
十
米
程
の
深
井
戸
の
よ
う
に
、
す
ご
い
水

け
む
り
を
上
げ
て
「
ボ
コ
ッ
」
「
ボ
コ
ッ
」

と
盛
上
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
ひ
ど
く
な
る
に

つ
れ
て
、
周
囲
に
打
っ
て
あ
る
太
い
く
い
の

柵
が
ぬ
け
て
空
中
に
と
び
上
り
、
土
が
く
ず

れ
、
水
が
押
し
流
し
て
き
た
。
現
場
に
い
た

人
々
は
、
一
人
残
ら
ず
逃
げ
て
し
ま
っ
て
、

あ
と
に
は
猫
の
子
一
匹
い
な
か
っ
た
。
」
と

そ
の
時
の
す
ご
い
様
子
を
語
ら
れ
た
。
背
す

じ
が
冷

た
く
な
り
、
思
わ
ず
身
ぶ
る
い
し

た
。
そ
し
て
「
須
脇
へ
水
が
来
る
の
は
夕
方

だ
ろ
う
。
ゆ
っ
く
り
な
さ
い
。
田
畑
に
水
が

つ
く
程
度
で
、
家
に
は
つ
く
心
配
な
い
か

ら
。
」
と
云
っ
て
下
さ
っ
た
の
で
、
安
心
し

て
家
に
帰
り
、
昼
食
を
す
ま
し
一
休
み
し
て

い

る

と
、
突

然
「
ゴ
ー

ッ
、
ゴ
ー

ッ
。
」
と

云
う
飛
行
機
の
爆
音
の
様
な
す
さ
ま
じ
い
音

に
驚
い
て
、
裏
に
出
た
と
た
ん
気
が
遠
く
な

り
そ
う
に
な
っ
た
。
赤
黒
い
土
水
が
狂
い

立
っ
た
よ
う
に
、
波
頭
を
た
て
て
せ
め
よ
っ

て
く
る
。
そ
の
あ
り
さ
ま
は
、
ま
る
で
世
の

も
の
全
部
を
ま
る
の
み
す
る
か
の
よ
う
に
も

思
え
た
。
又
、
用
水
の
所
で
一
段
、
だ
ん
の

つ
い
て
い
る
所
で
は
、
た
き
の
ご
と
く
流
れ

落
ち
て
い
た
。
見
て
い
る
間
に
十
㎝
、
二
十

㎝
、
ぐ
ん
ぐ
ん
水
は
増
す
ば
か
り
。
家
へ
帰

る
も
も
ど
か
し
く
、
家
の
中
の
も
の
の
片
つ（

付

けけ
）

に
大
童
わ
。
麦
を
俵
や
か（

叺

ま）
　

す
に
入
れ
、

そ
れ
を
全
部
床
の
上
に
上
げ
た
。
皆
女
の
力

だ
け
で…

。
よ
く
こ
れ
だ
け
の
力
が
出
た
と

思
う
く
ら
い
馬
鹿
力
が
出
た
。
「
水
が
ち
ょ
っ

と
お
さ
ま
っ
た
。
」
と
い
う
情
報
に
、
水
を

見
に
出
て
見
る
と
、
あ
た
り
一
面
汚
海
。
も

う
す
こ
し
で
、
裏
の
家
の
庭
に
入
ろ
う
と
し

て
い
る
。
堤
に
は
、
水
に
つ
か
っ
た（

村

部落
・

落地
区

のの
意

避）
　

難
民
の
群
、
荷
物
。
・
・
・

－（
以
下
省
略
）

－

（
学
年
は
昭
和
二
十
七
年
当
時
）

（
カ
ッ
コ
内
は
筆
者
注
、
ま
た
明
ら
か
な
誤
字
は
訂
正
し
た
）

い
ず
れ
も
　
作
文
集
『
水
魔
の
恐
怖
』
よ
り

昭
和
27
年
７
月
１
日
発
行
　
『
岐
阜
縣
時
報
』<

岐
阜
県
弘
報
課>

全
４
面
の
う
ち
、
１
～
２
面
を
長
良
川
決
壊
記
事
に
充
て
て
い
る

910



表紙写真 

　「飛騨川」（久々野町渚地内）

　木曽川水系における最大級の支流で、乗鞍岳

（標高 3,026m）南麓に水源を発して西流し、

高山市久々野で南流に転じます。

　御嶽山などから流れ出る多くの流れを集め

て、渓谷を形成しながら美濃加茂市東部に至

り、今渡ダムの上流部で本流の木曽川に注いで

います。

提供：高山市役所　商工観光部　観光課

ＫＩＳＳＯのデザイン・レイア
ウトをリニューアルしました。

　本号から、多くの読者のみなさまに、

より親しみやすくなるよう、表紙のデザ

インと記事のレイアウト構成を変更しま

した。

　歴史記録は、「木曽三川の舟運と渡

し」の三回目として、木曽三川で繁栄し

ていた渡船場や船宿の様子、それに伴い

造られた特殊堤の構造等について紹介し

ました。

　ＫＩＳＳＯは、創刊号からの全てが木

曽川下流河川事務所ホームページよりダ

ウンロードできます。

木曽川文庫利用案内
ヨハニス・デ・レイケに関する文献など約4,500点の図書などを収蔵、木曽

三川の歴史を知るために、多くの方々のご利用をお待ちしています。

《開館時間》
午前8時30分～午後4時30分

《休　館　日》
毎週月・火曜日（月・火曜日が祝祭日の時は翌日）・年末年始

《入　館　料》　無料

《交通機関》
国道1号尾張大橋西詰から車で約10分
名神羽島I.Cから車で約30分
東名阪長島I.Cから車で約10分

木曽川文庫へのお問い合わせは

編　集 木曽三川歴史文化資料編集検討会（桑名市、木曽岬町、海津市、愛西市、弥富市ほか）

国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所

〒511-0002　三重県桑名市大字福島465

TEL（0594）24-5711　ホームページ URL http://www.cbr.mlit.go.jp/kisokaryu/

発　行

http://www.cbr.mlit.go.jp/kisokaryu/KISSO/Index.html

ＫＩＳＳＯホームページ

『ＫＩＳＳＯ』 Vol.101 平成29年2月発行

〒496-0946 愛知県愛西市立田町福原

TEL.0567-24-6233  FAX.0567-24-5166

Mail sendouhi@dream.ocn.ne.jp

船
頭
平
閘
門

木
曽
川
文
庫

Johannis de Rijke の日本語表示については、

かつては「ヨハネス・デ・レーケ」と呼ばれていましたが、

「ＫＩＳＳＯ」では、現在多く使われている「ヨハニス・デ・

レイケ」と表記しています。

滝
つ
ぼ
と
竜
宮
城
　
（
高
山
市
高
根
町
）

　
ず
っ
と
昔
、
日
和
田
の
集
落
に
、
た
い
へ
ん
貧

し
い
母
と
子
が
、
た
が
い
を
い
た
わ
り
な
が
ら
暮

ら
し
て
い
ま
し
た
。
あ
る
年
、
母
親
が
病
気
に
な
っ

て
し
ま
い
、
子
ど
も
は
、
な
ん
と
か
治
っ
て
も
ら
い

た
い
と
懸
命
に
看
病
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
す
は
、

近
所
の
人
た
ち
が
感
心
す
る
ほ
ど
で
し
た
が
、
し
ば
ら

く
し
て
母
親
は
息
を
ひ
き
と
り
ま
し
た
。

　
と
て
も
悲
し
ん
だ
子
ど
も
は
、
母
の
葬
式
を
出
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
が
、
貧
し
い
暮
ら
し
に
そ
ん
な
蓄
え
は
あ
り

ま
せ
ん
。
見
か
ね
た
近
所
の
人
た
ち
が
、
米
や
野
菜
を
持
っ
て

き
て
く
れ
ま
し
た
が
、
今
度
は
、
葬
式
の
お
客
さ
ま
に
、
そ
れ
を

食
べ
て
も
ら
う
た
め
の
お
椀
や
お
膳
が
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
は
、
な
さ
け
な
く
な
っ

て
、
い
っ
そ
母
の
あ
と
を
追
お
う
と
、
大
き
な
滝
が
落
ち
て
く
る
深
い
滝
つ
ぼ
に
と
び

こ
も
う
と
し
ま
し
た
。

　
す
る
と
、
滝
つ
ぼ
の
奥
か
ら
立
派
な
椀
と
膳
が
流
れ
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
は
、「
こ

の
滝
つ
ぼ
は
竜
宮
城
へ
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
く
ち
ぐ
せ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
た
母
を

思
い
う
か
べ
、
き
っ
と
、
竜
宮
城
の
乙
姫
さ
ま
が
つ
か
わ
し
て
く
だ
さ
っ
た
に
違
い
な

い
と
信
じ
ま
し
た
。
子
ど
も
は
、
さ
っ
そ
く
家
に
も
っ
て
帰
り
、
立
派
に
葬
式
を
出
し
、

そ
の
あ
と
す
ぐ
に
、
椀
と
膳
を
滝
つ
ぼ
に
返
し
ま
し
た
。

　
こ
の
話
は
村
じ
ゅ
う
に
広
が
り
、
そ
れ
以
来
、
村
人
も
乙
姫
さ
ま
に
お
願
い
し
て
、

椀
と
膳
を
借
り
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
欲
深
な
不
届
き
者
が
、
借
り
た

だ
け
の
数
を
返
さ
な
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
か
ら
は
、
椀
と
膳
が
流
れ
て
く
る
こ
と
は
な

く
な
り
ま
し
た
。

出
典

『
わ
た
し
た
ち
の
岐
阜
県
の
伝
説
』
　
後
藤
時
男
　
　
大
衆
書
房
一
九
九
〇
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